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Π
Ϡ
ồ
ύ
ϫ
ồ
Ờ
ͱ
㇈ݺ

Μ

Ͱ
͍
·
͢
Ứ
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ɹ

·
ͨ
ༀ㇄

ㆎ

෺ㆶ
ㆤ

ґㆂ

ଘ㆞
㇓

͔
Β
ͷ
ճㆉ

ㆂ

෮ㆵ
ㆎ

΋
͜
ͷ
ྗㆡ

ㆉ
㇉

ʹ
Α
Δ
ἔ
ྶ㇌

ㆂ

తㆦ
ㆌ

໨㇁

㆖֮

Ί
ἕ

͕
大ㆠ

ㆂ

㆘ࣄ

ͱ
΋
ㆂݴ

わ
Ε
·
͢
Ố

ɹ

ҵㆂ
ㆰ
㇉

城ㆌ

μ
ϧ
Ϋ
ͷ
ผㆹ

ㆤ

名㇁
ㆂ

は
ủ
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日
一
日ㆫ

ㆡ

ϋ
΢
ε
Ứ
Ͱ
͢
Ố
ㆂؠ

㇏

井ㆂ

͞

Μ
ͷ
㆓ݴ

ㆨ

葉ㆰ

Ͱ
͢
Ố

ủ
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日
一
日ㆫ

ㆡ

は
Ϋ
ε
Ϧ
Λ
ㆤ࢖

ㆉ

わ
ͳ
͍
Ố
աㆉ

㆓ڈ

ㆤ࢖
ㆉ

ỳ
ͯ
͖
ͨ
͚
Ͳ
ỏ

͜
͜
ʹ
དྷㆌ

ͨ
͔
Β
ʹ
は
ỏ
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日
一
日ㆫ

ㆡ

Ϋ
ε
Ϧ
Λ
ㆤ࢖

ㆉ

わ
ͳ
͍
Ố
ͦ
͠

ͯ
明ㆀ

㆗
㆟日

΋
一
日ㆫ

ㆡ

ㆤ࢖
ㆉ

わ
ͳ
͍
Ố
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日

一
日ㆫ

ㆡ

Λ
Ͳ
Ε
ͩ
͚
ㆌؾ

෼ㆶ
㇓

良㇈

͘
ỏ

明ㆀ
ㆉ

Δ
͘
ㆤڧ

㇈

͘
ա㆙

ご
ͤ
Δ
͔
Ố
༩ㆀ

㆟

͑
Β
Ε
ͨ
؀ㆉ

㇓

ㆌڥ
㇟
ㆄ

ʹ
ㆉײ

㇓

ँ㆗
㇝

͠
ͯ
ỏ

ㆌࠓ
㇟
ㆄ日

一
日ㆫ

ㆡ

Λ
ੜㆂ

͖
Δ
Ố
ͦ
͜
ʹ
ෆㆵ

㆗ࢥ

ㆍٞ

ͳ
ྗㆡ

ㆉ
㇉

͕
ੜㆄ

·
Ε
ͯ
͘
Δ
Ứ

ɹ

ࢲ
㇏
㆟
ㆎ
㆗

ୡ㆟
ㆡ

΋
ủ
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日

一
日ㆫ

ㆡ

Ứ
Ͱ
͢
Ố
ઌ㆕

ㆌ

ͷ
͜
ͱ
Λ
ㆉߟ

㇓
ㆋ

͑
ա㆙

͗
ͣ
ỏ

ㆌࠓ
㇟
ㆄ日

一
日ㆫ

ㆡ

Λ
ㆋؤ

㇓

ுㆰ

Γ
切ㆌ

Δ
͜
ͱ
͕
大㆟

ㆂ

切㆛
ㆤ

Ͱ
͢
Ố
ㆌࠓ

㇟
ㆄ日

一
日ㆫ

ㆡ

Λ
ㆎޭ

ಙㆩ
ㆎ

ͷ
日ㆲ

ͱ
͠
·
͠
Ỷ
͏
Ố
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❖
今
月
の
山
首
上
人
さ
ま
ご
親
修
日
程

岐

阜

支

院

10
݄
４
日ớ
ۚ
Ờ
淡

路

支

院

10
݄
６
日ớ
日
Ờ

福

山

支

院

10
݄
13
日ớ
日
Ờ
安

城

支

院

10
݄
14
日ớ
ॕ
Ờ

豊

川

支

院

10
݄
20
日ớ
日
Ờ

日
蓮
聖
人
の
御
命
日
法
要（
お
会
式
）が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

法
音
寺
本
山
で
は
、

10
月
17
日（
木
）、
午
後
１
時
30
分
よ
り

講
日
に
併
せ
て
御
報
恩
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



— 20 —

༗
ԑ
ͷ
ࢧ
Ӄ
ɾ
෍
ڭ
ॴ
ʹ
ỏ
͝
ࣗ
༝
ʹ
͝
ࢀ
ܮ
͘
ͩ
͞
い
Ố

ࢧ

Ӄ

໊

ࠓ
݄
ͷ
ߨ
࿩
೔
ͳ
Ͳ

ॅ

ॴ

ి
࿩
൪
߸

大
乗
山
泰
明
寺

５
日
・
20
日

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
２

−

37

−

３

☎〈
０
５
２
〉５
８
１

−

２
０
６
９

開

基

堂

10
日

江
南
市
寄
木
町
天
道
18

☎〈
０
５
８
７
〉５
３

−

５
４
３
６

東

京

支

院

６
日
・
12
日
・
26
日

東
京
都
練
馬
区
谷
原
２

−

６

−

37

☎〈
０
３
〉３
９
０
４

−

１
２
５
１

山
形
布
教
所

10
日

山
形
市
長
町
２

−

４

−

６

☎〈
０
２
３
〉６
８
１

−

０
７
７
０

静

岡

支

院

２
日
・
12
日
・
22
日

磐
田
市
城
之
崎
４

−

７

−

３

☎〈
０
５
３
８
〉３
２

−

６
６
２
５

豊

川

支

院

４
日
・
20
日

豊
川
市
中
野
川
町
１

−

26

−

３

☎〈
０
５
３
３
〉８
６

−

４
７
０
４

安

城

支

院

６
日
・
14
日
・
18
日
・
28
日

安
城
市
新
田
町
小
山
31

−

25

☎〈
０
５
６
６
〉７
６

−

２
５
０
４

明

川

支

院

11
日
・
26
日

豊
田
市
明
川
町
堂
ノ
脇
１

−

２

ご
連
絡
は
本
山
寺
務
局
へ

佐

屋

支

院

４
日
・
13
日
・
24
日

愛
西
市
大
井
町
浦
田
面
２
９
６

☎〈
０
５
６
７
〉３
２

−

１
８
２
５

一

宮

支

院

５
日
・
15
日
・
25
日

一
宮
市
大
江
１

−

７

−

４

☎〈
０
５
８
６
〉７
２

−

７
２
０
８

西

春

支

院

２
日
・
12
日
・
22
日

北
名
古
屋
市
九
之
坪
東
ノ
川
20

☎〈
０
５
６
８
〉２
２

−

５
８
１
３

岐

阜

支

院

４
日
・
14
日
・
18
日
・
24
日

岐
阜
市
切
通
７

−

15

−

22

☎〈
０
５
８
〉２
４
５

−

２
９
３
９

笠
松
布
教
所

12
日

岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
八
幡
町
23

☎〈
０
５
８
〉３
８
８

−

２
７
４
０

大

垣

支

院

１
日
・
11
日
・
20
日

大
垣
市
宝
和
町
５

☎〈
０
５
８
４
〉７
８

−

４
８
５
４

関

支

院

３
日
・
13
日
・
23
日

関
市
西
福
野
町
２

−

15

−

11

☎〈
０
５
７
５
〉２
２

−

０
７
７
６

平

賀

支

院

５
日
・
15
日
・
25
日

関
市
市
平
賀
２
１
３

−

２

☎〈
０
５
７
５
〉２
３

−

３
７
７
１

郡
上
八
幡
支
院

８
日
・
22
日

郡
上
市
八
幡
町
小
野
７
２
１

−

３

☎〈
０
５
７
５
〉６
５

−

３
９
３
３

四
日
市
支
院

３
日
・
13
日
・
22
日

四
日
市
市
赤
堀
２

−

４

−

７

☎〈
０
５
９
〉３
５
２

−

３
６
３
３

上

野

支

院

１
日
・
11
日
・
21
日

伊
賀
市
上
野
向
島
町
３
４
７
５

☎〈
０
５
９
５
〉２
１

−

０
１
２
７
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˞
։
࢝
࣌
ࠁ
౳
ʹ
͍ͭ
ͯ
は
、そ
れ
ぞ
れ
ʹ
͓
໰
͍
߹
Θ
ͤ
͘
だ
さ
͍
。ớ
掲
載
ॱ
ෆ
ಉ
Ờ

京

都

支

院

１
日
・
９
日
・
20
日

京
都
市
上
京
区
北
横
町
３
６
０

☎〈
０
７
５
〉２
３
１

−

３
４
３
７

高

槻

支

院

６
日
・
20
日

高
槻
市
天
神
町
１

−

９

−

２

☎〈
０
７
２
〉６
８
５

−

１
０
０
３

大

阪

支

院

13
日
・
23
日

大
阪
市
此
花
区
西
九
条
３

−

４

−

41

☎〈
０
６
〉６
４
６
５

−

５
０
５
１

和

泉

支

院

14
日
・
22
日

大
阪
府
泉
南
郡
田
尻
町
嘉
祥
寺
４
０
４

☎〈
０
７
２
４
〉６
６

−

３
１
１
２

神

戸

支

院

12
日
・
21
日

神
戸
市
兵
庫
区
五
宮
19

−

17

☎〈
０
７
８
〉３
６
０

−

４
８
８
４

淡

路

支

院

６
日
・
25
日

南
あ
わ
じ
市
神
代
国
衙
９
１
０

☎〈
０
７
９
９
〉４
２

−

０
１
７
５

岡

山

支

院

６
日
・
８
日
・
20
日

岡
山
市
南
区
若
葉
町
１

−

16

☎〈
０
８
６
〉２
６
２

−

０
８
１
８

高
知
布
教
所

13
日

高
知
市
上
町
５

−

５

−

39

☎〈
０
８
８
〉８
２
３

−

１
９
８
３

福

山

支

院

１
日
・
13
日

福
山
市
西
町
３

−

19

−

５

☎〈
０
８
４
〉９
２
１

−

３
０
７
８

三

原

支

院

12
日
・
27
日

三
原
市
皆
実
２

−

９

−

22

☎〈
０
８
４
８
〉６
２

−

５
０
８
７

安
芸
津
支
院

６
日
・
13
日

東
広
島
市
安
芸
津
町
三
津
３
７
６
５

−

３

☎〈
０
８
４
６
〉４
５

−

４
０
１
２

坂

支

院

６
日

広
島
県
安
芸
郡
坂
町
坂
東
２

−

24

−

12

☎〈
０
８
２
〉８
８
５

−

１
０
６
４

福

岡

支

院

６
日
・
12
日
・
15
日
・
20
日

福
岡
市
早
良
区
城
西
２

−

11

−

37

☎〈
０
９
２
〉８
２
１

−

７
９
７
５

壱
岐
布
教
所

13
日
・
23
日

壱
岐
市
石
田
町
池
田
東
触
１
１
１
２

☎〈
０
９
２
０
〉４
４

−

５
４
４
５

筑
後
布
教
所

13
日
・
27
日

筑
後
市
大
字
西
牟
田
5
９
５
４

−

１

☎〈
０
９
４
２
〉５
３

−

７
２
７
３

天
草
布
教
所

１
日

上
天
草
市
大
矢
野
町
維
和
１
５
０
２

−

１

☎〈
０
９
６
４
〉５
８

−

０
７
４
２

田

川

支

院

13
日
・
27
日

田
川
市
春
日
町
７

−

30

☎〈
０
９
４
７
〉４
２

−

１
８
１
９

名
古
屋
地
区

７
日
・
17
日
・
27
日

名
古
屋
市
昭
和
区
駒
方
町
３

−

３

☎〈
０
５
２
〉８
３
１

−

７
１
３
５

瀬
戸
布
教
所

9
日
・
19
日
・
26
日

瀬
戸
市
東
本
町
２

−

20

☎〈
０
５
６
１
〉８
５

−

６
８
６
０

亀
岡
布
教
所

14
日
・
27
日

亀
岡
市
篠
町
篠
牧
田
73

−

１

☎〈
０
７
７
１
〉２
５

−

７
８
０
７



お知らせお知らせ

全
国
の
各
支
院
や
布
教
所
で
、近
隣
の
落
葉
集
め
や

清
掃
を
行
い
ま
す
。感
謝
の
心
で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

『
全
山
一
斉
清
掃
奉
仕
の
日
』

青
少
年
育
成
委
員
会
主
催

令
和
元
年
1０
月
13
日（
日
）

※

こ
れ
ま
で
の
清
掃
活
動
の
様
子

お世話になっている地域へ感謝を込めて...

一生懸命お掃除したよ！

私たちの住む街をキレイに！

̶ 22 ̶
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『
法
音
』
６
０
０
号
で
は
、

「
法
音
寺
と
文
書
布
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
発
行
さ
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

法
音
寺
は
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
多
く
の
本
を

世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
私
達
は

そ
れ
ら
の
本
に
ふ
れ
、
悩
み
苦
し
み
か
ら
救
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

法
音
寺
と
文
書
布
教

600号特集



文
書
布
教
と
世
界
の
歴
史

名
古
屋
・
清
水
町
に
仏
教
感
化
救
済
会
開
創

東
京
・
ハ
ン
セ
ン
病
治
療
専
門
の

東
洋
病
院
に
出
向

東
京
・
上
野
桜
木
町
に
東
京
支
部
開
設

名
古
屋
市
東
区
千
種
町
中
道
に
病
舎
を
建
設

東
京
支
部
、
芝
区
三
田
小
山
町
に
移
転

大
阪
支
部
、
堺
市
に
開
設

静
岡
県
・
御
殿
場
・
ハ
ン
セ
ン
病
専
門
の

神
山
復
生
病
院
に
出
向

関
東
大
震
災
を
予
見
、

各
方
面
に
説
く
も
公
表
を
却
下
さ
れ
る

東
京
・
深
川
水
難
罹
災
民
に
救
援
物
資
を
施
与

関
東
大
震
災

小
冊
子
『
世
界
の
鏡
』
を
施
与

東
京
支
部
、
武
蔵
小
山
に
移
転

明治
42年

大正
4年5年6年7年10年11年12年
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第1章 大正〜昭和中期

　

こ
の
時
代
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
『
始

祖
・
杉
山
辰
子
先
生
物
語　

安
立
行
』
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
を
予
知
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
間
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

知
っ
た
杉
山
先
生
は
、
芝
と
麻
布
の
住
宅
に

「
妙
法
の
本
尊
」
を
貼
っ
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
御
守
も
一
緒
に
渡
さ
れ
た
と
い
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
『
災
難
を
未
然
に
防
ぐ
御

守
の
心
得
』
と
い
う
説
明
書
き
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
（
左
頁
上
段
参
照
）

仏
教
感
化
救
済
会
・
大
乗
報
恩
会
時
代

ؔ
౦
大
਒
ࡂ
後
ỏ
ੈ
の
人
ʑ
の
৺
を

ਖ਼
す
΂
く
࡞
ら
れ
た

ứ
ੈ
ք
の
ڸ
Ừ
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『
世
界
の
鏡
』
と
街
頭
布
教

　

前
も
っ
て
予
見
し
な
が
ら
こ
の
大
難
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
無
念
さ
は
、
た

つ
（
杉
山
先
生
）
を
し
て
さ
ら
な
る
布
教
活
動

へ
と
駆
り
立
て
て
い
っ
た
。
…
（
略
）
…
ま
ず

新
た
な
布
教
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
日
蓮
聖
人

の
伝
記
・
法
華
経
の
解
説
な
ど
を
ま
と
め
た『
世

界
の
鏡
』
と
い
う
一
冊
を
作
り
上
げ
た
。
…

（
略
）
…
寒
風
が
吹
き
抜
け
、
人
々
が
身
を
縮

め
て
足
早
に
歩
く
一
月
、
東
京
で
も
最
も
被
害

の
大
き
か
っ
た
下
町
、
浅
草
の
街
角
に
『
世
界

の
鏡
』
を
手
に
し
た
三
人
の
女
性
の
姿
が
見
ら

れ
た
。
ま
だ
恥
じ
ら
い
の
多
い
乙
女
達
が
、「
こ

の
本
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
た
い
法
華

経
を
解
説
し
た
本
で
す
」
「
病
気
や
、
こ
の
間

の
地
震
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
災
難
か
ら
逃
れ
る

方
法
も
書
い
て
あ
り
ま
す
」
と
、
繁
華
街
の
人

混
み
の
中
で
呼
び
掛
け
た
。
目
つ
き
の
良
く
な

い
男
に
か
ら
ま
れ
て
、
縮
み
上
が
っ
た
こ
と
も

一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
。

（
『
始
祖
杉
山
辰
子
先
生
物
語　

安
立
行
』よ
り
）

福
徳
を
受
け
る
に
は

第
一
、
私
達
は
蓮
華
が
泥
水
よ
り
生
じ
て
、

す
こ
し
も
そ
の
純
潔
を
穢
さ
ざ
る

如
く
、
こ
の
濁
世
に
在
り
て
、
常

に
高
潔
で
あ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。

第
二
、
智
慧
な
き
者
を
軽
し
め
、
侮
る

よ
う
で
は
い
け
ま
せ
ぬ
。
例
え
ば
、

嬰
児
に
乳
を
与
え
る
が
如
く
親
切

に
教
え
導
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。

第
三
、
太
陽
が
宇
宙
の
万
物
を
平
等
に
照

ら
す
が
如
く
に
、
己
よ
り
自
覚
し

て
、
す
べ
て
の
人
を
慈
悲
の
眼
を

以
て
視
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。

第
四
、
法
華
経
は
、
前
述
の
如
く
、
変
応

自
在
の
法
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
昼

夜
退
転
な
く
南
無
妙
法
蓮
華
経
、

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
れ
ば
、

必
ず
災
難
変
じ
て
福
徳
と
な
る
の

で
あ
り
ま
す
。

（
『
災
難
を
未
然
に
防
ぐ
御
守
の

心
得
』
よ
り
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
一
人
か
ら
始
ま
る 

今
日
一
日
か
ら
始
ま
る
』
よ
り



鈴
木
慈
学
上
人
入
信
・

祖
父
江
妙
綱
法
尼
入
信

御
開
山
上
人
入
信

愛
知
県
碧
海
郡
安
城
町
（
現
・
安
城
市
）
に

支
部
開
設

臥
竜
山
の
農
場
に
お
い
て

青
少
年
の
訓
育
開
始

御
開
山
上
人　

福
岡
・
生
の
松
原
ハ
ン
セ
ン
病
療
病
院
へ

仏
教
修
養
団
発
足

福
岡
に
支
部
開
設

生
の
松
原
ハ
ン
セ
ン
病
療
病
院
引
き
揚
げ

布
教
誌
『
出
世
の
栞
』
創
刊

仏
教
修
養
団
を
仏
教
感
化
修
養
団
に
改
称

杉
山
辰
子
先
生
ご
遷
化

村
上
斎
先
生
法
灯
継
承

仏
教
感
化
修
養
団
を

仏
教
樹
徳
修
養
団
に
改
称

仏
教
感
化
救
済
会
を

財
団
法
人
大
乗
報
恩
会
と
改
組

育
児
院
・
駒
方
寮
開
設

仏
教
樹
徳
修
養
団
を

財
団
法
人
大
乗
修
養
団
と
改
組

大
乗
会
館
建
立
（
法
音
寺
旧
本
堂
）

駒
方
保
育
園
開
設

大
阪
大
乗
会
館
（
大
阪
支
部
）
建
立

駒
方
診
療
所
開
設

太
平
洋
戦
争

特
別
高
等
警
察
に
よ
り

宗
教
活
動
を
禁
止
さ
れ
る

大
乗
報
恩
会
を
昭
徳
会
と
改
称

終
戦

大正
12年13年14年

昭和
3年4年5年6年7年8年
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第1章 大正〜昭和中期

『
世
界
の
鏡
』
が
つ
な
い
だ
運
命
の
糸

　

こ
の
『
世
界
の
鏡
』
が
運
命
の
糸
を
つ
な
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
る
日
、
御
開
山
上
人
の

叔
父
に
あ
た
る
鈴
木
芳
蔵
（
後
の
鈴
木
慈
学
上

人
）
の
手
に
渡
っ
た
の
で
す
。

「
そ
ん
な
あ
る
日
、
隣
の
家
の
人
が
、

『
あ
ん
た
、
法
華
好
き
や
ろ
う
。
こ
な
い
だ
、

名
古
屋
に
行
っ
て
道
を
歩
い
と
っ
た
ら
、
こ
ん

な
も
ん
く
れ
た
。
わ
し
ら
読
ん
で
も
わ
か
ら
ん

で
、
あ
ん
た
に
あ
げ
る
わ
』
と
一
冊
の
本
を
置

い
て
帰
っ
た
。
赤
い
表
紙
の
文
庫
本
く
ら
い
の

大
き
さ
で
、
『
仏
教
感
化
救
済
会
発
行
＝
世
界

の
鏡
＝
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。
中
味
は
、
法
華

経
の
要
約
と
、
日
蓮
聖
人
の
伝
記
の
よ
う
で
あ

る
。
…
（
略
）
…
芳
蔵
は
に
わ
か
に
、
こ
の
仏

教
感
化
救
済
会
の
会
長
・
杉
山
辰
子
と
い
う
人

に
会
っ
て
み
た
く
な
っ
た
。
懐
に
『
世
界
の
鏡
』

を
抱
い
て
、
巻
末
の
住
所
を
た
よ
り
に
道
を
尋

ね
尋
ね
、
名
古
屋
市
東
区
葵
町
に
あ
っ
た
仏
教

感
化
救
済
会
本
部
を
訪
れ
た
」（
『
泰
山
』よ
り
）



鈴
木
慈
学
上
人
入
信
・

祖
父
江
妙
綱
法
尼
入
信

御
開
山
上
人
入
信

愛
知
県
碧
海
郡
安
城
町
（
現
・
安
城
市
）
に

支
部
開
設

臥
竜
山
の
農
場
に
お
い
て

青
少
年
の
訓
育
開
始

御
開
山
上
人　

福
岡
・
生
の
松
原
ハ
ン
セ
ン
病
療
病
院
へ

仏
教
修
養
団
発
足

福
岡
に
支
部
開
設

生
の
松
原
ハ
ン
セ
ン
病
療
病
院
引
き
揚
げ

布
教
誌
『
出
世
の
栞
』
創
刊

仏
教
修
養
団
を
仏
教
感
化
修
養
団
に
改
称

杉
山
辰
子
先
生
ご
遷
化

村
上
斎
先
生
法
灯
継
承

仏
教
感
化
修
養
団
を

仏
教
樹
徳
修
養
団
に
改
称

仏
教
感
化
救
済
会
を

財
団
法
人
大
乗
報
恩
会
と
改
組

育
児
院
・
駒
方
寮
開
設

仏
教
樹
徳
修
養
団
を

財
団
法
人
大
乗
修
養
団
と
改
組

大
乗
会
館
建
立
（
法
音
寺
旧
本
堂
）

駒
方
保
育
園
開
設

大
阪
大
乗
会
館
（
大
阪
支
部
）
建
立

駒
方
診
療
所
開
設

太
平
洋
戦
争

特
別
高
等
警
察
に
よ
り

宗
教
活
動
を
禁
止
さ
れ
る

大
乗
報
恩
会
を
昭
徳
会
と
改
称

終
戦

9年11年12年13年14年16年18年19年20年
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『
出
世
の
栞
』

（
昭
和
₁₆
年
か
ら
は
『
修
養
の
友
』
に
改
題
）

　
『
出
世
の
栞
』
は
福
岡
・
生
の
松
原
か
ら
お

帰
り
に
な
っ
た
御
開
山
上
人
が
編
集
責
任
者
と

な
っ
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。御
開
山
上
人
伝『
泰

山
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

…
仏
教
修
養
団
の
機
関
誌
で
あ
る
『
出
世
の
栞
』

の
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
修
一
郎
は
、
創
刊
号

に
「
修
養
団
員
は
『
出
世
の
栞
』
を
実
行
す
る

こ
と
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。一
人
で
も
多
く『
出

世
の
栞
』
を
読
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
実
行
談
を

ふ
る
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
修
養
団

を
皆
さ
ま
の
力
に
よ
っ
て
立
派
な
も
の
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
記
し
た
。
…
（
『
泰
山
』
よ
り
）

「
皆
様
方
ハ
ド
ナ
タ
デ
モ
出
世
ガ
シ
タ
イ
ト
思

ハ
レ
ル
デ
セ
ウ
…
」
と
い
う
杉
山
先
生
の
お
言

葉
か
ら
始
ま
る
創
刊
号
に
は
、
「
人
が
極
楽
・

宝
の
山
に
到
る
た
め
に
は
橋
も
舟
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
道
を
学
び
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
17
年
、『
出

世
の
栞
』
か
ら
始
ま
っ
た
『
修
養
の
友
』
は
11

年
目
に
廃
刊
。
ち
な
み
に
特
別
高
等
警
察
に

よ
る
宗
教
弾
圧
は
翌
年
（
昭
和
18
年
）
の
こ
と
。

太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
時
代
の
中
で
も

人
々
が
信
仰
を
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
杉

山
先
生
の
教
え
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
発
信
し
続
け

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。

編集長は若き日の
御開山上人



名
古
屋
養
育
院
の
事
業
・
経
営
を
継
承

御
開
山
上
人　

日
蓮
宗
に
て
得
度

村
上
斎
先
生
ご
遷
化

御
開
山
上
人
法
灯
継
承

日
蓮
宗
昭
徳
教
会
開
堂

光
徳
寺
（
現
・
安
城
支
院
）
開
堂

広
宣
寺
（
現
・
大
阪
支
院
）
開
堂

妙
音
寺
（
現
・
和
泉
支
院
）
開
堂

正
顕
寺
（
現
・
豊
川
支
院
）
開
堂

八
事
少
年
寮（
知
的
障
が
い
児
施
設
・
現
・
小
原
学
園
）経
営
継
承

日
蓮
宗
大
乗
山
法
音
寺
と
寺
号
公
称

金
華
教
会
（
現
・
岐
阜
支
院
）
開
堂

尾
西
教
会
（
現
・
一
宮
支
院
）
開
堂

安
立
寺
（
現
・
上
野
支
院
）
開
堂

泰
平
寺
（
現
・
関
支
院
）
開
堂

金
山
教
会
（
現
・
泰
明
寺
）
開
堂

光
徳
寺
保
育
園
開
設

御
開
山
上
人
日
蓮
宗
大
荒
行
初
行
入
行

法
輪
寺
（
現
・
京
都
支
院
）
開
堂

高
槻
教
会
（
現
・
高
槻
支
院
）
開
堂

淡
路
教
会
（
現
・
淡
路
支
院
）
開
堂

浜
田
教
会
（
現
・
四
日
市
支
院
）
開
堂

東
京
法
音
教
会
（
現
・
東
京
支
院
）
開
堂

府
中
教
会
（
現
・
福
山
支
院
）
開
堂

清
水
教
会
（
現
・
大
垣
支
院
）
開
堂

袋
井
教
会
開
堂

司
法
保
護
施
設
・
光
明
寮
開
設

御
開
山
上
人
大
荒
行
第
再
行
入
行

学
校
法
人
法
音
寺
学
園
設
立

中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
開
学

広
井
結
社
開
堂

御
開
山
上
人
大
荒
行
第
参
行
入
行

妙
晃
寺
（
現
・
神
戸
支
院
）
開
堂

妙
修
寺
（
現
・
岡
山
支
院
）
開
堂

明
川
教
会
（
現
・
明
川
支
院
）
開
堂

春
日
教
会
（
現
・
田
川
支
院
）
開
堂

大
名
教
会
（
現
・
福
岡
支
院
）
開
堂

港
教
会
（
現
・
佐
屋
支
院
）
開
堂

中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
を
四
年
制
の
日
本
福
祉
大
学
に
改
組

日
本
福
祉
大
学
付
属
立
花
高
等
学
校
開
校

伊
勢
湾
台
風

日
本
福
祉
大
学
女
子
短
期
大
学
部
開
設

安
芸
津
教
会
（
現
・
安
芸
津
支
院
）
開
堂

西
尾
結
社
開
堂

御
開
山
上
人　

藍
綬
褒
章
受
章

御
開
山
上
人
ご
遷
化

21年22年23年24年25年26年
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戦後〜昭和37年第2章

御
開
山
上
人
の
遺
さ
れ
た
も
の

　

戦
争
が
終
結
し
た
も
の
の
、
平
和
が
戻
っ

て
来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
街

は
荒
廃
し
、
戦
傷
者
や
浮
浪
者
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
「
法
華
経
に
よ
っ
て
世
を
感
化

し
、
救
済
す
る
」
と
い
う
師
の
教
え
を
実
践

す
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
混
迷
す
る
日
本

を
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
宗

教
活
動
は
禁
止
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
〝
一

日
も
早
く
布
教
活
動
を
再
開
し
な
け
れ
ば
…
〟

と
い
う
思
い
か
ら
出
家
・
得
度
を
決
意
さ
れ

た
御
開
山
上
人
。
再
起
の
体
制
を
整
え
る
と
、

各
地
方
に
待
機
し
て
い
た
信
徒
の
グ
ル
ー
プ

が
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
講
話
会
の
再
開
を

本
部
へ
懇
請
に
来
ま
し
た
。
以
来
、
極
め
て

短
期
間
の
う
ち
に
各
地
に
驚
異
的
に
布
教
拠

点
が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ứ
生
׆
の
ࢦ
਑
Ừ
は
私
の
Ҩ
ݴ
で
す

ớ
ޚ
։
ࢁ
্
人
Ờ



名
古
屋
養
育
院
の
事
業
・
経
営
を
継
承

御
開
山
上
人　

日
蓮
宗
に
て
得
度

村
上
斎
先
生
ご
遷
化

御
開
山
上
人
法
灯
継
承

日
蓮
宗
昭
徳
教
会
開
堂

光
徳
寺
（
現
・
安
城
支
院
）
開
堂

広
宣
寺
（
現
・
大
阪
支
院
）
開
堂

妙
音
寺
（
現
・
和
泉
支
院
）
開
堂

正
顕
寺
（
現
・
豊
川
支
院
）
開
堂

八
事
少
年
寮（
知
的
障
が
い
児
施
設
・
現
・
小
原
学
園
）経
営
継
承

日
蓮
宗
大
乗
山
法
音
寺
と
寺
号
公
称

金
華
教
会
（
現
・
岐
阜
支
院
）
開
堂

尾
西
教
会
（
現
・
一
宮
支
院
）
開
堂

安
立
寺
（
現
・
上
野
支
院
）
開
堂

泰
平
寺
（
現
・
関
支
院
）
開
堂

金
山
教
会
（
現
・
泰
明
寺
）
開
堂

光
徳
寺
保
育
園
開
設

御
開
山
上
人
日
蓮
宗
大
荒
行
初
行
入
行

法
輪
寺
（
現
・
京
都
支
院
）
開
堂

高
槻
教
会
（
現
・
高
槻
支
院
）
開
堂

淡
路
教
会
（
現
・
淡
路
支
院
）
開
堂

浜
田
教
会
（
現
・
四
日
市
支
院
）
開
堂

東
京
法
音
教
会
（
現
・
東
京
支
院
）
開
堂

府
中
教
会
（
現
・
福
山
支
院
）
開
堂

清
水
教
会
（
現
・
大
垣
支
院
）
開
堂

袋
井
教
会
開
堂

司
法
保
護
施
設
・
光
明
寮
開
設

御
開
山
上
人
大
荒
行
第
再
行
入
行

学
校
法
人
法
音
寺
学
園
設
立

中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
開
学

広
井
結
社
開
堂

御
開
山
上
人
大
荒
行
第
参
行
入
行

妙
晃
寺
（
現
・
神
戸
支
院
）
開
堂

妙
修
寺
（
現
・
岡
山
支
院
）
開
堂

明
川
教
会
（
現
・
明
川
支
院
）
開
堂

春
日
教
会
（
現
・
田
川
支
院
）
開
堂

大
名
教
会
（
現
・
福
岡
支
院
）
開
堂

港
教
会
（
現
・
佐
屋
支
院
）
開
堂

中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
を
四
年
制
の
日
本
福
祉
大
学
に
改
組

日
本
福
祉
大
学
付
属
立
花
高
等
学
校
開
校

伊
勢
湾
台
風

日
本
福
祉
大
学
女
子
短
期
大
学
部
開
設

安
芸
津
教
会
（
現
・
安
芸
津
支
院
）
開
堂

西
尾
結
社
開
堂

御
開
山
上
人　

藍
綬
褒
章
受
章

御
開
山
上
人
ご
遷
化

27年28年29年31年32年33年34年36年37年

— 2� —

『
日
常
生
活
の
指
針
』

　

そ
の
頃
、
御
開
山
上
人
が
教
化
資
料
と
し
て

執
筆
さ
れ
た
の
が
『
日
常
生
活
の
指
針
』
（
昭

和
30
年
か
ら
『
生
活
の
指
針
』
に
改
題
）
で
す
。

昭
和
28
年
か
ら
37
年
ま
で
、
全
28
冊
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
文
庫
本
サ
イ
ズ
の
小
冊
子
で
し
た
。

後
に
御
開
山
上
人
は
、
「
『
生
活
の
指
針
』
は

私
の
遺
言
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
話
会
の
再
開
を
待
ち
わ
び
て
い
た
当
時
の

信
者
さ
ん
達
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
本
は
ま

さ
に
待
望
の
教
化
資
料
に
映
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
周
り
を
見
れ
ば
、
戦
争
の
傷
が
癒
え
な
い

人
達
も
い
た
時
代
。
篤
信
の
信
者
さ
ん
達
は
、

こ
の
本
の
裏
表
紙
に
自
分
の
名
前
を
書
き
（
ま

た
は
押
印
し
）
、
人
々
に
配
布
さ
れ
た
と
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
編
集
さ
れ
、
昭
和
33
年
に
『
現
代
生

活
の
指
針
』・『
続
・
現
代
生
活
の
指
針
』
の
二

冊
に
ま
と
め
ら
れ
（
次
頁
参
照
）
、
今
も
多
く

の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
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『
現
代
生
活
の
指
針
』

「
信
有
り
て
解
な
け
れ
ば
無
明
を
増
長
し
、

解
有
り
て
信
な
け
れ
ば
邪
見
を
増
長
す
。
信

と
解
と
円
通
し
て
、
方
に
行
い
の
本
と
な

る
」
（
涅
槃
経
）
「
行
学
二
道
を
励
み
候
べ

し
。
行
学
絶
え
な
ば
仏
法
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」

（
諸
法
実
相
鈔
）

　

こ
れ
は
、
と
も
に
仏
教
信
仰
の
正
し
い
あ

り
方
を
示
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

本
の
著
者
・
鈴
木
修
学
師
は
、
ま
さ
し
く
信

解
円
通
の
人
で
あ
り
、
行
学
二
道
の
実
践
者

で
あ
り
ま
す
。
著
者
の
よ
う
な
信
解
と
行
学

を
兼
備
し
た
人
に
し
て
、
初
め
て
能
く
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

（「
推
薦
の
こ
と
ば
＝
久
保
田
正
文
師
」抜
粋
）

※
『
現
代
生
活
の
指
針
』
は
時
代
を
越
え
て

多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
御
開
山

上
人
が
紡
い
だ
法
音
寺
三
徳
の
集
大
成
と
も

い
え
る
本
で
す
。

『
道
徳
と
宗
教
』　

　

中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
が
四
年
制
の
大

学
と
し
て
認
可
さ
れ
、
日
本
福
祉
大
学
に
な

っ
た
昭
和
33
年
、
付
属
の
立
花
高
校
（
現
・

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
校
）
が
開
校
し
ま
し

た
。
『
道
徳
と
宗
教
』は『
現
代
生
活
の
指
針
』

の
抜
粋
版
で
あ
り
、
高
校
生
達
向
け
に
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
序
文
か
ら
は
、
御
開
山
上
人

が
未
来
を
担
う
若
者
達
の
成
長
に
大
い
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

「
本
書
に
よ
っ
て
読
者
諸
君
の
日
常
生
活
が

進
歩
し
、
国
民
道
徳
の
向
上
が
基
礎
づ
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
望
外
の
幸
い
で
あ
り
ま
す
」

（
「
序
文
」
よ
り
）
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『
仏
教
聖
語
』
の
解
説
（
原
題
『
聖
の
教
え
』）

　

仏
教
は
そ
の
内
容
深
く
、
そ
の
偈
も
解
し
難
き
を

以
て
、
そ
の
重
要
な
る
一
偈
ず
つ
を
読
み
や
す
く
、

了
解
し
や
す
く
し
て
、
一
般
の
人
々
を
し
て
、
仏
教

に
親
し
み
深
く
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
考
え
ま

し
た
。
仏
教
信
者
の
皆
さ
ん
も
、
未
だ
信
じ
て
お
ら

れ
ぬ
皆
さ
ん
も
、
一
読
し
て
仏
の
慈
悲
心
を
思
い
浮

か
べ
、
再
読
し
て
日
常
生
活
に
折
り
込
ん
で
、
現
代

の
世
の
中
を
少
し
で
も
明
る
く
、
楽
し
く
暮
ら
し
、

目
的
の
適
っ
た
人
々
は
、
未
だ
知
ら
な
い
人
々
に
仏

の
教
え
を
わ
か
ら
せ
、
よ
り
楽
し
い
生
活
の
で
き
る

よ
う
に
お
力
添
え
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
（
「
序
文
」
よ
り
）

『
法
華
三
部
経
略
義
』

右
『
無
量
義
経
略
義
』

中
『
妙
法
蓮
華
経
略
義
』

左
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
略
義
』

「
私
の
お
話
の
も
と
は
全
部
、
杉
山
先

生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

初
め
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
も
し
、
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
だ

っ
た
ら
犬
や
猫
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
杉
山
先
生
の
お
陰

で
、
皆
さ
ん
に
も
お
話
が
で
き
、
本
を

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
聞

い
て
き
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
一
千
頁
の

本
『
妙
法
蓮
華
経
略
義
』
な
ど
に
な
っ

た
わ
け
で
す
」

（
『
御
開
山
上
人
御
法
話
集
』
２
よ
り
）

「お経に何が書いてあるか知りたい」という方におすすめの本
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仏
教
界
に
革
命
を
起
こ
し
た
法
音
寺
の
漫
画

教
育
マ
ン
ガ

ɹ

๏
՚
ܦ
͸
、
ਂ
い
ҙ
ຯ
を
΋
ỳ
て
い
·
す
の

で
、
ཧ
࿦
の
ے
ಓ
を
ߟ
͑
る
ͩ
͚
で
͸
Θ
͔
る

こ
と
が
で
͖
·
せ
ん
Ố
と
こ
ろ
が
๏
՚
ܦ
͸
、

こ
の
ਂ
い
ҙ
ຯ
を
、
΍
͞
し
͘
、
Θ
͔
Γ
΍
す

͘
આ
໌
し
て
͘
Ε
·
す
Ố
ࣣ
ͭ
の
ͨ
と
͑
࿩
と

い
う
の
が
こ
Ε
で
す
Ố
こ
Ε
に
Α
ỳ
て
、
自
વ

に
෹
ڭ
の
ਂ
い
ҙ
ຯ
を
自
分
の
΋
の
に
す
る
こ

と
が
で
͖
る
の
で
͋
Γ
·
す
Ố
ͦ
の
্
、
こ
の

෺
ޠ
を
ղ
આ
し
て
͘
ͩ
͞
る
ླ
໦
ઌ
ੜ
͸
、
ͨ

ͩ
の
ֶ
ऀ
で
͸
ͳ
͘
て
、
๏
՚
ܦ
の
৺
を
࣮
行

し
て
͓
Β
Ε
る
ઌ
ੜ
で
す
Ố
ͩ
͔
Β
こ
の
ຊ
͸
、

ࢲ
ୡ
が
ਓ
ੜ
の
ߥ
೾
を
৐
Γ
੾
る
ધ
と
΋
ͳ
る

と
ࢥ
う
Θ
͚
で
͋
Γ
·
す
Ố

ớ
ủ
す
い
せ
ん
の
こ
と
ば
ử
ٱ
อ
ా
ਖ਼
จ
ࢣ
Ứ

Α
Γ
Ờ

「
子
ど
も
の
頃
は
経
典
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
日
蓮
宗
の
お
坊
さ
ん
は
だ
い
た
い
漫
画
を

見
て
育
っ
た
」
と
現
役
僧
侶
が
話
す
程
、
法
音
寺
の
仏
教
漫
画
は
影
響
力
と
人
気
が
あ
る
。

（
『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』
よ
り
）
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〝
実
は
私
、
最
近
『
マ
ン
ガ
の
先
生
』
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
し
ろ
仏
教
と
い

う
も
の
は
、
た
と
え
ば
『
無
量
義
経
の
徳
行
品
』

と
い
う
よ
う
な
、
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
も
む

ず
か
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
マ
ン
ガ
に
し

た
の
で
す
。
（
略
）
「
法
華
経
を
書
い
た
く
ら

い
で
簡
単
に
助
か
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
う
ま
い

話
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
を
助
け
る
と
い

う
こ
と
は
大
き
な
善
根
功
徳
と
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
の
世
界
に
行
く
人
が

一
人
も
い
な
く
な
り
、
全
く
地
獄
が
さ
び
れ
て

し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、

一
度
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
極
楽
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
に
な

れ
ば
、
日
本
の
国
は
立
派
な
良
い
国
に
な
っ
て
、

皆
さ
ん
の
家
も
す
ば
ら
し
い
家
に
な
る
、
と
い

う
わ
け
で
す
〟
（
『
御
開
山
上
人
御
法
話
集
』

よ
り
）

　

法
音
寺
に
は
御
開
山
上
人
と
当
時
の
青
山
書

院
・
澤
社
長
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
多
く
の
書

簡
（
右
）
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

細
か
い
指
示
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
開
山
上

人
の
脳
裏
に
は
漫
画
の
本
を
手
に
し
て
喜
ん
で

い
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

現
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
入
門
書
が
漫
画
と
し
て

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
仏
教
界
で
は

〝
法
華
経
や
日
蓮
聖
人
を
漫
画
で
解
説
す
る
〟

こ
と
自
体
、
革
命
的
な
出
来
事
で
し
た
。
〝
仏

教
は
世
の
人
々
の
た
め
に
あ
る
〟
と
す
る
な
ら

ば
、
誰
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
か
れ
る
の
が
理

想
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
取
り
組
め

な
か
っ
た
領
域
で
し
た
。
そ
の
中
で
御
開
山
上

人
が
着
手
で
き
た
の
は
、
無
類
の
子
ど
も
好
き

だ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

法
音
寺
の
仏
教
漫
画
は
そ
の
後
、
日
本
全
国

に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
手
に

届
い
た
だ
け
で
な
く
、
法
音
寺
の
漫
画
を
通
し

て
仏
さ
ま
の
教
え
に
ふ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
つ
も
な
い
文
書
布
教
と
い
え
ま
す
。
全
国

の
日
蓮
宗
寺
院
で
は
、
今
も
御
開
山
上
人
時
代

の
仏
教
漫
画
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
系
譜
は
今
日
の
法
音
寺
に
も

月
刊
『
法
音
』
の
漫
画
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。



日
達
上
人
法
灯
継
承
・
日
蓮
宗
大
荒
行
初
行
入
行

布
教
誌
『
法
音
』
創
刊

光
明
寮
と
八
事
少
年
寮
を
統
合
し
、

三
好
学
園
（
現
・
小
原
学
園
）
を
開
設

児
童
養
護
施
設
・
名
古
屋
養
育
院
院
舎
新
築

大
乗
山
法
音
寺
新
本
堂
竣
工
・
入
仏

平
賀
支
院
開
堂

坂
支
院
開
堂

日
本
福
祉
大
学
大
学
院
開
設

法
音
寺
開
山
堂
竣
工

光
徳
寺
保
育
園
園
舎
新
築

法
音
寺
庫
裡
棟
竣
工

安
城
支
院
・
関
支
院
現
在
地
に
移
転

日
本
福
祉
大
学
・
修
学
館
竣
工

静
岡
支
院
開
設

豊
川
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

大
乗
山
法
音
寺
落
慶
大
法
要

壱
岐
布
教
所
開
堂

第
一
回
青
少
年
育
成
道
場
開
催

岡
山
支
院
新
本
堂
竣
工

東
京
支
院
移
転
・
新
本
堂
竣
工

日
本
福
祉
大
学
・
経
済
学
部
開
設

西
春
支
院
開
堂

上
野
支
院
新
本
堂
竣
工

大
阪
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

四
日
市
支
院
新
本
堂
竣
工

安
立
大
法
尼
第
五
十
遠
忌

知
的
障
が
い
者
更
生
施
設
・

三
好
寮
（
現
・
小
原
寮
）
を
開
設

三
原
支
院
開
堂

福
山
支
院
移
転
・
開
堂

駒
方
保
育
園
園
舎
新
築

田
川
支
院
新
本
堂
竣
工

第
一
回
御
法
推
進
全
国
大
会

日
本
福
祉
大
学
が
知
多
郡
美
浜
町
に
総
合
移
転

泰
明
寺
新
本
堂
竣
工

高
知
布
教
所
開
堂

昭和
37年39年40年42年43年44年46年47年48年49年
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先
師
の
教
え
を
伝
承

　

御
開
山
上
人
が
ご
遷
化
さ
れ
、
日
達
上
人

が
法
灯
を
継
承
さ
れ
た
時
代
、
先
師
の
ご
生

涯
や
教
え
を
紹
介
す
る
本
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
始
祖
杉
山
先
生
の
伝
記
は
、
『
杉
山
前

会
長
の
生
涯
』
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
戦
前
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で

伝
記
『
無
上
道
』
を
発
行
。
ま
た
そ
の
後
、

『
御
開
山
上
人
伝
―
如
我
等
無
異
』
が
登
場

し
ま
す
。
〝
時
代
は
流
れ
て
も
法
音
寺
に
連

な
る
者
は
信
仰
の
軸
を
曲
げ
て
は
な
ら
な
い
〟

と
い
う
日
達
上
人
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。



日
達
上
人
法
灯
継
承
・
日
蓮
宗
大
荒
行
初
行
入
行

布
教
誌
『
法
音
』
創
刊

光
明
寮
と
八
事
少
年
寮
を
統
合
し
、

三
好
学
園
（
現
・
小
原
学
園
）
を
開
設

児
童
養
護
施
設
・
名
古
屋
養
育
院
院
舎
新
築

大
乗
山
法
音
寺
新
本
堂
竣
工
・
入
仏

平
賀
支
院
開
堂

坂
支
院
開
堂

日
本
福
祉
大
学
大
学
院
開
設

法
音
寺
開
山
堂
竣
工

光
徳
寺
保
育
園
園
舎
新
築

法
音
寺
庫
裡
棟
竣
工

安
城
支
院
・
関
支
院
現
在
地
に
移
転

日
本
福
祉
大
学
・
修
学
館
竣
工

静
岡
支
院
開
設

豊
川
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

大
乗
山
法
音
寺
落
慶
大
法
要

壱
岐
布
教
所
開
堂

第
一
回
青
少
年
育
成
道
場
開
催

岡
山
支
院
新
本
堂
竣
工

東
京
支
院
移
転
・
新
本
堂
竣
工

日
本
福
祉
大
学
・
経
済
学
部
開
設

西
春
支
院
開
堂

上
野
支
院
新
本
堂
竣
工

大
阪
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

四
日
市
支
院
新
本
堂
竣
工

安
立
大
法
尼
第
五
十
遠
忌

知
的
障
が
い
者
更
生
施
設
・

三
好
寮
（
現
・
小
原
寮
）
を
開
設

三
原
支
院
開
堂

福
山
支
院
移
転
・
開
堂

駒
方
保
育
園
園
舎
新
築

田
川
支
院
新
本
堂
竣
工

第
一
回
御
法
推
進
全
国
大
会

日
本
福
祉
大
学
が
知
多
郡
美
浜
町
に
総
合
移
転

泰
明
寺
新
本
堂
竣
工

高
知
布
教
所
開
堂

50年51年52年53年54年55年56年57年58年59年
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『
無
上
道
』

始
祖
杉
山
先
生
の
ご
生
涯
を
訪
ね
て

昭
和
₄₉
年

　

始
祖
・
杉
山
辰
子
先
生
の
ご
誕
生
か
ら
ご
遷

化
さ
れ
る
ま
で
の
ご
生
涯
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

16
歳
の
頃
、
家
運
挽
回
の
た
め
法
華
経
行
者
・

鈴
木
き
せ
女
史
に
師
事
。
1�
歳
で
天
眼
通
を
具

足
。
断
食
や
水
行
な
ど
厳
し
い
修
行
を
重
ね
る

中
、
村
上
斎
医
師
と
出
会
い
、
薬
餌
療
法
と
精

神
修
養
に
よ
る
救
済
活
動
を
開
始
。
後
に
法
音

寺
の
前
身
と
な
る
仏
教
感
化
救
済
会
を
設
立
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
や
自
然
災
害
の
被
災

者
に
対
す
る
救
済
活
動
の
日
々
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
「
我
々
は
受
け
難
き
人
身
を
受
け
た
の

だ
か
ら
、
衆
生
済
度
（
＝
衆
生
を
救
い
彼
岸
に

渡
す
）
と
い
う
天
命
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

大
い
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
だ

さ
い
」
と
世
の
人
々
に
訴
え
た
杉
山
先
生
。
信

仰
と
福
祉
の
寺
・
法
音
寺
の
原
点
を
知
る
一
冊

で
す
。
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昭和40年代〜 50年代第4章

『
御
開
山
上
人
伝　

如
我
等
無
異
』

昭
和
₅3
年

　

御
開
山
上
人
の
伝
記
は
、
上
人
ご
一
代
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
は
、
法
音
寺
の
歴
史
を
語
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
杉
山
先
生
の
教
え

を
受
け
、
村
上
先
生
に
師
事
し
、
法
音
寺
を
今

日
の
一
大
教
団
に
花
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
衆

生
済
度
の
悲
願
は
、
全
国
で
も
有
数
の
民
間
社

会
福
祉
事
業
に
育
て
、
日
本
福
祉
大
学
等
の
学

園
を
創
立
さ
せ
、
す
べ
て
を
包
括
す
る
に
至
る

一
大
叙
事
詩
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
略
）

こ
の
本
を
通
じ
て
強
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
世

俗
的
幸
福
、
平
和
の
中
に
あ
る
不
安
に
対
処
す

る
た
め
に
、
そ
の
根
本
を
極
め
よ
う
と
す
る
一

人
の
人
間
の
強
い
意
志
と
情
熱
で
あ
る
。

（
「
発
刊
の
辞
」
よ
り
抜
粋
）

　

杉
山
先
生
の
「
衆
生
済
度
」
の
理
想
を
受
け

継
ぎ
、
命
を
か
け
て
実
行
さ
れ
た
御
開
山
上
人
。

そ
の
激
動
の
ご
生
涯
が
綴
ら
れ
た
感
動
の
一
冊
。

『
お
り
に
ふ
れ
て
』

　

御
開
山
上
人
の
珠
玉
の
教
え
が
そ

れ
ぞ
れ
一
頁
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
た

め
読
み
や
す
い
本
で
す
。
「
悩
み
が

あ
っ
た
時
、
開
い
た
頁
に
解
決
の
ヒ

ン
ト
が
あ
っ
た
」
と
い
う
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
す
。
携
帯
に
も
便
利
な
サ

イ
ズ
（
Ｂ
６
判
60
頁
）
な
の
で
、
い

つ
も
カ
バ
ン
に
入
れ
て
持
ち
歩
き
た

く
な
る
一
冊
で
す
。

おすすめの1冊
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『
始
祖
・
御
法
話
集
』

　

生
き
て
い
く
上
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
悩
み

・
苦
し
み
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
が
、
そ
の
中

に
お
ぼ
れ
こ
み
、
自
分
を
見
失
っ
て
い
く
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。
杉
山
先
生
は
、
法
華

経
を
依
り
所
に
し
、
慈
悲
・
至
誠
・
堪
忍

の
実
行
に
よ
り
、
よ
り
良
い
自
己
の
確
立
と
、

ゆ
る
ぎ
な
い
平
安
を
私
ど
も
に
示
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
杉
山
先
生
の
教
え
は
、
論
理

に
よ
る
安
心
で
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
法

華
経
に
説
か
れ
る
仏
の
行
い
を
自
己
の
心
と

し
、
三
徳
の
実
行
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て

幸
せ
へ
の
基
を
築
く
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
（
発
刊
の
辞
よ
り
）

『
村
上
先
生
御
法
話
集
』（
一
）（
二
）

「
最
初
が
肝
心
で
す
。
ま
ず
一
度
だ
け
堪
忍

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
の
堪
忍

も
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う

し
て
堪
忍
を
重
ね
て
い
け
ば
、
そ
の
徳
は
実

に
、
ま
た
、
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
」

（
本
書
よ
り
）

※
始
祖
安
立
大
法
尼
の
後
を
継
ぎ
、
法
華
経

に
よ
る
物
心
両
面
の
救
済
活
動
を
発
展
さ
せ
、

法
人
組
織
と
し
て
の
基
礎
を
確
立
さ
れ
た
村

上
斎
先
生
。
最
晩
年
ま
で
各
地
の
支
部
を
回

っ
て
講
演
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
の
抜

苦
与
楽
の
手
助
け
と
な
る
ご
法
話
集
で
す
。

『
御
開
山
上
人
御
法
話
集
』（
一
）（
二
）

『
御
開
山
上
人
御
遺
稿
集
』

　

当
時
、
御
開
山
上
人
は
各
地
で
ご
講
演
の
際

に
、
そ
の
都
度
布
教
資
料
を
配
布
さ
れ
、
人
々

を
導
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
々
に
配
布
さ
れ
た

資
料
・
ご
法
話
を
収
録
し
、
ま
と
め
た
の
が

『
御
開
山
上
人
御
法
話
集
』
『
御
開
山
上
人
御

遺
稿
集
』
で
す
。

先師ご法話集
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昭和39年〜現在第5章

『
法
音
』
が
生
ま
れ
た
背
景

月
刊
誌
『
法
音
』
誕
生
ま
で

　

月
刊
布
教
誌
『
出
世
の
栞
』
は
御
開
山
上

人
が
生
の
松
原
か
ら
戻
ら
れ
た
翌
年
（
昭
和

６
年
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
17
年
ま
で

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
18
年
か
ら
宗
教
活

動
が
停
止
。
戦
後
、
法
音
寺
と
し
て
の
活
動

が
始
ま
る
と
御
開
山
上
人
は
『
法
音
寺
教
報
』

と
い
う
新
聞
を
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
御
開
山
上
人
が
ご
遷
化
さ

れ
た
２
年
後
の
昭
和
3�
年
11
月
、
日
達
上
人

に
よ
っ
て
『
法
音
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
は
大
型
新
聞
形
式
（
22
回
発
行
：
左
頁

上
）
で
、
ま
だ
月
刊
誌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
（
23
～
62

号
：
本
頁
上
）
に
な
っ
た
の
が
昭
和
43
年
５

月
の
こ
と
。
昭
和
50
年
１
月
か
ら
現
在
の
小

冊
子
で
月
刊
誌
と
な
り
ま
し
た
。
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昭和50年1月『法音』63号
月刊誌（小冊子）の第一号

平成7年1月『法音』303号
「朝のこない夜はない」第一回掲載

昭和39年11月『法音』創刊号
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昭和39年〜現在第5章

記念特集にはこんな記事が掲載されました

昭和53年 ２月号

平成15年 ２月号

昭和61年 6月号

平成23年 6月号

平成６年 10月号

令和元年 10月号

法音 100号

法音 400号

法音 200号

法音 500号

法音 300号

法音 600号

● 「100号によせて」
   （日達上人・宗保上人）
● 日達上人講演抄

● 安立大法尼とその時代
   （折々の教化）

● 始祖に続く道―法音寺
三徳へのいざない

● 華ひらく大乗山
   （年表と写真）

● 妙経・如是我聞
   〔御開山の声〕
   『語録　如我等無異』

● 法音寺と文書布教

今
月
の

ご
法
話

令和元年

月号10

日
蓮
宗

日
蓮
宗

法
音
寺

法
音
寺

No.600

特集　法音寺と文書布教今
日
一
日
を
頑
張
り
切
る
こ
と

今
日
一
日
を
頑
張
り
切
る
こ
と



— 41 —

『
お
寺
と
私
を
つ
な
ぐ
糸
』

ɹ

༮
い
ࠒ
͔
Β
ࢠ
Ͳ
΋
ձ
ɾ
੨
೥

ձ
で
͓
ੈ
࿩
に
ͳ
ỳ
て
い
·
し
ͨ

が
、
ब
৬
し
て
͓
ࣉ
͔
Β
ԕ
͘
཭

Ε
ͨ
஍
に
഑
ଐ
͞
Ε
て
͔
Β
͸
、

ͦ
Ε
·
で
の
Α
う
に
͓
ࣉ
に
う
か

が
う
こ
と
が
で
͖
ͳ
͘
ͳ
Γ
·
し

ͨ
Ố
྆
਌
΋
ଞ
ք
し
、
ૄ
ԕ
に
ͳ

ỳ
て
し
·
ỳ
ͨ
ࢲ
に
΋
、ຖ
ứ݄
๏

Ի
Ừ
が
ૹ
Β
Ε
て
͖
·
す
Ố
ứ
๏

Ի
Ừ
を
ख
に
औ
る
と
、
ủ
܅
の
こ

と
͸
๨
Ε
て
い
ͳ
い
Α
Ứ
と
い

う
͓
্
ਓ
の
੠
が
ฉ
こ
͑
て
͘
る

Α
う
で
、
৺
が
Թ
͔
͘
ͳ
Γ
·
す
Ố

ứ
๏
Ի
Ừ
͸
ࢲ
に
と
ỳ
て
Ѫ
ಡ
ॻ

で
͋
Γ
、
ࢲ
と
͓
ࣉ
を
݁
Ϳ
།
Ұ

の
ࢳ
の
Α
う
ͳ
ؾ
が
し
て
い
·
す
Ố

山
首
上
人
の
ご
法
話
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

『
法
友
の
輪
が
広
が
れ
ば
』

ɹ

ઌ
೔
、
出
ு
ઌ
͔
Β
ؼ
る
్
த
、

৽
װ
ઢ
ϗ
ồ
Ϝ
の
଴
合
ࣨ
で
ి
ं

の
౸
ண
を
଴
ỳ
て
い
·
す
と
、
໨

の
લ
に
࠲
ỳ
ͨ
্
඼
ͳ
ঁ
ੑ
が

ứ
๏
Ի
Ừ
を
ಡ
ん
で
͓
Β
Ε
·
し

ͨ
Ố
と
て
΋
ू
த
し
て
ಡ
ん
で
い

る
͝
༷
ࢠ
ͩ
ỳ
ͨ
の
で
、
੠
を
ֻ

͚
る
の
を
߇
͑
·
し
ͨ
が
、
ἔ
こ

の
ਓ
΋
๏
Ի
ࣉ
の
ڭ
͑
を
ฉ
い
て

い
る
ਓ
ͳ
の
͔
ộ
ἕ
と
਌
ۙ
ײ
を

֮
͑
·
し
ͨ
Ốἔ
ଟ
͘
の
ਓ
がứ
๏

Ի
Ừ
を
௨
し
、
๏
Ի
ࣉ
の
ڭ
͑
に

ふ
れ
て
、
޾
せ
ͳ
೔
ʑ
を
ૹ
Ε
る

Α
う
に
ͳ
る
と
す
ば
ら
し
い
ࣾ
ձ

に
ͳ
る
の
ͩ
ろ
う
ͳ
Ữ
ộ
ἕ
と
ं

த
で
ߟ
͑
て
い
·
し
ͨ
Ố



中
布
教
所
開
堂

淡
路
支
院
新
本
堂
竣
工

佐
屋
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

岐
阜
支
院
新
本
堂
竣
工

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
・
泰
山
寮
開
設

鈴
木
正
修
上
人
副
山
首
に
就
任

安
芸
津
支
院
新
本
堂
竣
工

三
徳
開
教
八
十
年
・

御
開
山
上
人
第
二
十
七
回
忌

笠
松
布
教
所
（
杉
山
先
生
ご
生
家
）
開
堂

高
槻
支
院
新
本
堂
竣
工

副
山
首
上
人
大
荒
行
入
行

学
園
・
知
多
半
島
総
合
研
究
所
設
立

筑
後
布
教
所
開
堂

天
草
布
教
所
開
堂

養
老
布
教
所
開
堂

福
岡
支
院
新
本
堂
竣
工

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
安
立
荘
開
設

日
本
福
祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
開
設
／

社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
設
立

山
形
布
教
所
開
堂

一
宮
支
院
新
本
堂
竣
工

自
立
援
助
ホ
ー
ム
・
慈
泉
寮
開
設

瀬
戸
布
教
所
開
堂

福
井
布
教
所
開
堂

神
戸
支
院
現
在
地
に
移
転

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
荘
開
設

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館

郡
上
八
幡
支
院
開
堂

日
本
福
祉
大
学
・
半
田
キ
ャ
ン
パ
ス
竣
工

情
報
社
会
科
学
部
開
設

安
立
大
法
尼
第
六
十
五
遠
忌

宗
玄
大
徳
第
五
十
遠
忌

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
高
浜
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
・
高
浜
専
門
学
校
開
設

自
立
援
助
ホ
ー
ム
・
慈
泉
寮

現
在
地
に
移
転
・
新
築

三
徳
開
教
九
十
年

授
産
所
・
高
浜
安
立
開
設

昭和
60年

平成
1年 61年62年63年
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昭和59年〜平成10年第6章

大
白
牛
車

　

日
達
上
人
は
、
発
行
さ
れ
た
「
施
本
」
を

手
に
、
本
山
法
音
寺
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
の
支
院
に
ご
親
教
、
ご
説
法
を
さ
れ
ま

し
た
。
師
を
お
迎
え
す
る
人
々
の
喜
び
は
い

ず
こ
に
お
い
て
も
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
本
」
と
「
師
」
の
笑
顔
の
説
法
は
、

大
乗
山
を
さ
ら
に
大
き
く
、
崇
高
な
教
団
に

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

『
大
白
牛
車
』
（
一
）
（
二
）
は
日
達
上
人

ご
講
演
抄
、（
三
）
は
「
六
波
羅
蜜
」
、（
四
）

は
「
お
題
目
」
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
（
五
）
（
六
）
（
七
）

は
携
帯
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
セ
ッ
ト
と

し
て
発
行
さ
れ
、
（
八
）
に
は
『
一
日
一
言
』

と
し
て
毎
日
の
指
標
と
な
る
教
え
が
掲
載
さ

れ
、
（
九
）
で
は
「
妙
法
・
如
来
寿
量
品
」



中
布
教
所
開
堂

淡
路
支
院
新
本
堂
竣
工

佐
屋
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

岐
阜
支
院
新
本
堂
竣
工

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設
・
泰
山
寮
開
設

鈴
木
正
修
上
人
副
山
首
に
就
任

安
芸
津
支
院
新
本
堂
竣
工

三
徳
開
教
八
十
年
・

御
開
山
上
人
第
二
十
七
回
忌

笠
松
布
教
所
（
杉
山
先
生
ご
生
家
）
開
堂

高
槻
支
院
新
本
堂
竣
工

副
山
首
上
人
大
荒
行
入
行

学
園
・
知
多
半
島
総
合
研
究
所
設
立

筑
後
布
教
所
開
堂

天
草
布
教
所
開
堂

養
老
布
教
所
開
堂

福
岡
支
院
新
本
堂
竣
工

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
安
立
荘
開
設

日
本
福
祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
開
設
／

社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
設
立

山
形
布
教
所
開
堂

一
宮
支
院
新
本
堂
竣
工

自
立
援
助
ホ
ー
ム
・
慈
泉
寮
開
設

瀬
戸
布
教
所
開
堂

福
井
布
教
所
開
堂

神
戸
支
院
現
在
地
に
移
転

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
荘
開
設

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館

郡
上
八
幡
支
院
開
堂

日
本
福
祉
大
学
・
半
田
キ
ャ
ン
パ
ス
竣
工

情
報
社
会
科
学
部
開
設

安
立
大
法
尼
第
六
十
五
遠
忌

宗
玄
大
徳
第
五
十
遠
忌

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
高
浜
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
・
高
浜
専
門
学
校
開
設

自
立
援
助
ホ
ー
ム
・
慈
泉
寮

現
在
地
に
移
転
・
新
築

三
徳
開
教
九
十
年

授
産
所
・
高
浜
安
立
開
設

3年4年5年7年8年9年10年
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が
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
音
寺
三
徳
の
根
幹
で
あ
る
「
六
波
羅
蜜
」

に
つ
い
て
、
ま
た
、
「
お
題
目
の
意
味
」
や

「
お
自
我
偈
の
内
容
」
に
つ
い
て
、
日
達
上

人
が
丁
寧
に
解
説
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
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『
大
白
牛
車
』
は
法
華
経
譬
喩
品

に
説
か
れ
る
、
仏
さ
ま
の
乗
ら
れ
る
車

「
法
華
経
の
大
白
牛
車
と
申
す
は
、
我
も
人
も

法
華
経
の
行
者
の
乗
る
べ
き
車
に
て
候
な
り
。

ま
た
車
の
内
に
は
六
万
九
千
三
百
八
十
余
体
の

仏
・
菩
薩
、
宝
蓮
華
に
坐
し
給
え
り
。
帝
釈
は

諸
の
眷
属
を
引
き
つ
れ
給
い
て
千
二
百
の
音
楽

を
奏
し
、
梵
王
は
天
蓋
を
指
懸
け
、
地
神
は
山

河
大
地
を
平
等
に
成
し
給
う
。
故
に
法
性
の
空

に
自
在
に
飛
び
行
く
車
を
こ
そ
大
白
牛
車
と
は

申
す
な
れ
。
我
よ
り
後
に
来
り
給
わ
ん
人
々
は
、

此
の
車
に
召
さ
れ
て
霊
山
へ
御
出
あ
る
べ
く
候
。

日
蓮
も
同
じ
車
に
乗
り
て
御
迎
い
に
ま
か
り
向

か
う
べ
く
候
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法

蓮
華
経
」
（
『
大
白
牛
車
御
消
息
』
よ
り
）

※
教
え
を
学
び
、
実
行
す
る
こ
と
で
日
蓮
聖
人

が
大
白
牛
車
に
乗
っ
て
お
迎
え
に
来
て
く
だ
さ

る
。
さ
ら
に
先
師
の
方
々
に
も
お
目
に
か
か
れ

る
と
し
た
ら
何
と
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
大
白
牛
車
（
一
）』

教
え
る
人
が
教
え
ら
れ
る
人

　

法
華
経
信
仰
の
世
界
は
、
教
え
る
人
は
教
え

る
人
、
教
え
ら
れ
る
人
は
教
え
ら
れ
る
人
と
い

う
、
一
方
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
え

る
人
が
教
え
ら
れ
る
人
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る

人
が
教
え
る
人
で
あ
る
の
で
す
。
私
も
今
、
こ

う
し
て
お
話
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
自

身
、
皆
さ
ん
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
日
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
も
、
今
度
は
誰
か
に
こ
の
お
話
を
し
て

く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
教
化
さ
れ
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
が
ま
た
、
法
華
経
の
心
に
叶
う
こ
と

で
あ
る
の
で
す
。

※
法
華
経
の
信
仰
と
は
、
ま
さ
に
こ
う
い
う
こ

と
な
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
常
に
謙
虚

に
学
び
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
こ
と
が
基
本
と

な
り
、
そ
う
い
う
姿
勢
だ
か
ら
こ
そ
布
教
を
す

る
上
で
信
頼
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
。

『
安
立
行
』

始
祖
・
杉
山
辰
子
先
生
物
語
（
上
）（
下
）

　

三
徳
開
教
八
十
周
年
・
始
祖
六
十

遠
忌
記
念
特
集
と
し
て
月
刊
『
法
音
』

昭
和
63
年
１
月
号
～
平
成
４
年
６
月

号
ま
で
54
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

た
物
語
が
上
下
巻
に
な
っ
て
登
場
し

ま
し
た
。
小
説
風
の
読
み
や
す
い
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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日
達
上
人
の
み
教
え

　

杉
山
先
生
以
来
法
音
寺
は
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
多
く
の
人
を
力
づ
け
て
き
ま
し
た
。
個

人
の
（
罪
障
）
消
滅
・
供
養
と
い
う
形
で
集

ま
っ
た
お
徳
を
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る

こ
と
に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法

人
は
人
々
の
求
め
に
応
じ
て
多
く
の
施
設
を

経
営
し
、
そ
う
し
た
施
設
で
働
く
人
を
養
成

す
る
た
め
に
学
校
法
人
を
設
置
・
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
事
業
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
功
徳
を
か
さ
ね
、
皆
さ
ん
の
幸

せ
を
願
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
功
徳
の
す

べ
て
は
、
ご
供
養
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
還
元
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。

（
『
大
白
牛
車
（
八
）・
一
日
一
言
』
よ
り
）

日
達
上
人
の
福
祉
を
支
え
た
も
の

　

こ
の
時
代
、
法
音
寺
は
鈴
木
正
修
上
人

（
現
山
首
上
人
）
が
副
住
職
に
就
任
し
、
開

教
八
十
年
か
ら
九
十
年
に
向
か
っ
て
い
ま
し

た
。
日
達
上
人
の
社
会
福
祉
事
業
が
本
格
的

に
始
ま
っ
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら
。
高
齢
者

福
祉
分
野
に
事
業
を
拡
充
し
、
毎
年
の
よ
う

に
新
し
い
施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た

（
年
表
参
照
）
。
そ
し
て
、
そ
の
事
業
を
支

え
た
の
が
全
国
の
檀
信
徒
の
方
々
で
す
。

　

月
刊
誌
『
法
音
』
に
は
た
び
た
び
「
記
念

事
業
・
趣
意
書
」
が
掲
載
さ
れ
、
日
達
上
人

の
呼
び
掛
け
に
檀
信
徒
は
一
丸
と
な
っ
て
後

に
随
い
ま
し
た
。

〝
自
分
達
の
浄
財
が
、
世
の
中
で
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
達
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
人
達
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
〟

　

人
々
は
そ
の
よ
う
に
願
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

信
仰
を
深
め
て
い
っ
た
時
代
で
し
た
。

特別養護老人ホーム
安立荘

知的障がい者支援施設
泰山寮

特別養護老人ホーム
高浜安立荘



児
童
養
護
施
設
・
名
古
屋
養
育
院

現
在
地
に
移
転
・
新
築

安
立
大
法
尼
第
七
十
遠
忌

神
戸
支
院
新
本
堂
竣
工

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
開
設

御
開
山
上
人
御
生
誕
百
年

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
さ
く
ら
開
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
／

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
・
高
浜
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
通
信
教
育
部
開
設

開
基
堂
（
御
開
山
上
人
ご
生
家
）
建
立

大
阪
昭
徳
会
設
立

小
原
福
祉
ビ
レ
ッ
ジ
建
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
小
原
安
立
開
設

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
大
阪
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
開
設

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

亀
岡
布
教
所
開
堂

大
垣
支
院
移
転
・
新
本
堂
竣
工

京
都
支
院
新
本
堂
竣
工

小
原
福
祉
ビ
レ
ッ
ジ
に

小
原
学
園
（
旧
・
三
好
学
園
）・

小
原
寮
（
旧
・
三
好
寮
）
開
設

い
こ
い
の
宿
・
高
浜
安
立
開
設

和
泉
支
院
新
本
堂
竣
工

地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
・

ド
ミ
ト
リ
ー
駒
方
／
ド
ミ
ト
リ
ー
南
風
開
設

光
徳
寺
保
育
園
を
新
築
移
転
し
、

光
徳
保
育
園
と
改
称

三
徳
開
教
百
年

日
本
福
祉
大
学
・
健
康
科
学
部
・

子
ど
も
発
達
学
部
・

国
際
福
祉
開
発
学
部
開
設

天
王
保
育
園
開
設

児
童
養
護
施
設
・
駒
方
寮

現
在
地
に
新
築
移
転

ド
ミ
ト
リ
ー
駒
方
新
築
・
移
転

就
労
支
援
事
業
サ
ポ
ー
ト
い
ず
み
を
開
設

平成
11年12年13年14年15年16年

— 46 —

平成11年〜 23年第7章

原
点
回
帰
の
時
代

　

法
音
寺
が
始
祖
第
七
十
遠
忌
、
御
開
山
上

人
御
生
誕
百
年
、
さ
ら
に
三
徳
開
教
百
年
と

い
う
大
き
な
行
事
に
向
か
っ
て
い
た
時
代
。

昔
を
知
る
信
者
さ
ん
が
少
な
く
な
り
、
法
音

寺
の
歴
史
に
つ
い
て
も
認
識
が
希
薄
に
な
っ

て
き
た
頃
で
し
た
。
時
代
を
重
ね
る
に
し
た

が
っ
て
、
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
歴

史
は
解
釈
が
曖
昧
に
な
る
も
の
で
す
。
信
徒

で
あ
る
私
達
が
法
音
寺
の
独
自
性
を
正
し
く

認
識
で
き
な
く
な
る
と
、
信
仰
も
法
音
寺
の

理
念
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
原

点
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
、
「
信
仰
と
福
祉
」

と
い
う
法
音
寺
の
理
念
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
必
要
な
時
期
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

マ
ン
ガ
『
法
音
寺
物
語
』

（
上
）（
中
）（
下
）

ɹ

଴
๬
の
、
·
ん
が
に
Α
る
ứ
๏
Ի
ࣉ

ඦ
೥
࢙
Ừ
ୈ
Ұ
෦
が
׬
੒
し
·
し
ͨ
Ố

ớ
ུ
Ờ
ຊ
ॻ
を
ͻ
΋
と
͘
こ
と
に
Α
Γ
、

๏
Ի
ࣉ
ࡾ
ಙ
ɾ
ײ
Խ
ٹ
ࡁ
ඦ
೥
࢙
が
࿝

ए
உ
ঁ
す
べ
て
の
ਓ
に
ཧ
ղ
͞
Ε
、
ͦ

の
ྠ
に
Ճ
Θ
ろ
う
と
す
る
ਓ
ʑ
が
Ұ
ਓ

で
΋
ଟ
͘
ഐ
出
͞
Ε
る
こ
と
を
ظ
଴
す

る
΋
の
で
す
Ố

ớ
ứ
๏
Ի
Ừ
̐
̒
̔
߸
ฏ
੒
��
೥
��
݄
Ờ



児
童
養
護
施
設
・
名
古
屋
養
育
院

現
在
地
に
移
転
・
新
築

安
立
大
法
尼
第
七
十
遠
忌

神
戸
支
院
新
本
堂
竣
工

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
開
設

御
開
山
上
人
御
生
誕
百
年

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
さ
く
ら
開
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
／

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
・
高
浜
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
通
信
教
育
部
開
設

開
基
堂
（
御
開
山
上
人
ご
生
家
）
建
立

大
阪
昭
徳
会
設
立

小
原
福
祉
ビ
レ
ッ
ジ
建
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
小
原
安
立
開
設

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
大
阪
安
立
開
設

日
本
福
祉
大
学
福
祉
経
営
学
部
開
設

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設

亀
岡
布
教
所
開
堂

大
垣
支
院
移
転
・
新
本
堂
竣
工

京
都
支
院
新
本
堂
竣
工

小
原
福
祉
ビ
レ
ッ
ジ
に

小
原
学
園
（
旧
・
三
好
学
園
）・

小
原
寮
（
旧
・
三
好
寮
）
開
設

い
こ
い
の
宿
・
高
浜
安
立
開
設

和
泉
支
院
新
本
堂
竣
工

地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
・

ド
ミ
ト
リ
ー
駒
方
／
ド
ミ
ト
リ
ー
南
風
開
設

光
徳
寺
保
育
園
を
新
築
移
転
し
、

光
徳
保
育
園
と
改
称

三
徳
開
教
百
年

日
本
福
祉
大
学
・
健
康
科
学
部
・

子
ど
も
発
達
学
部
・

国
際
福
祉
開
発
学
部
開
設

天
王
保
育
園
開
設

児
童
養
護
施
設
・
駒
方
寮

現
在
地
に
新
築
移
転

ド
ミ
ト
リ
ー
駒
方
新
築
・
移
転

就
労
支
援
事
業
サ
ポ
ー
ト
い
ず
み
を
開
設

17年18年19年20年21年22年23年24年
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師
恩
は
る
か
な
り
『
泰
山
』

︱
御
開
山
上
人
伝
︱

　

平
成
５
年
９
月
～
平
成
16
年
12
月
ま
で
11
年

以
上
に
わ
た
り
『
法
音
』
に
連
載
さ
れ
た
御
開

山
上
人
の
伝
記
で
、
最
終
話
は
１
３
６
回
を
数

え
ま
し
た
。
平
成
15
年
か
ら
1�
年
ま
で
、
５
冊

に
分
け
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
は

同
名
の
写
真
集
も
登
場
し
ま
し
た
。（
53
頁
参
照
）

『
日
本
の
福
祉
を
築
い
た
お
坊
さ
ん
』

星
野
貞
一
郎 

著
（
平
成
₂3
年
）

「
ハ
ン
セ
ン
病
救
済
」
な
ど
、
弱
い
立
場
に
あ

る
人
々
の
真
の
幸
福
を
願
っ
て
尽
力
さ
れ
た
鈴

木
修
学
先
生
は
、
惻
隠
の
情
に
あ
ふ
れ
た
人
で

し
た
。
「
社
会
福
祉
は
人
に
あ
り
」
と
喝
破
さ

れ
た
先
生
は
、
日
本
初
の
社
会
福
祉
学
部
を
持

つ「
日
本
福
祉
大
学
」を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。「
単

な
る
学
究
で
は
な
く
、
ま
た
自
己
保
身
栄
達
の

み
に
汲
々
た
る
気
風
で
は
な
く
、
人
類
愛
の
精

神
に
燃
え
て
立
ち
上
が
る
学
風
」
を
打
ち
立
て

た
修
学
先
生
と
は
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
先
生
の
生
き
方
に
学
び
、
私
達
が
生

き
て
い
く
光
明
を
得
た
い
も
の
で
す
。

「
推
薦
の
言
葉
＝
日
本
福
祉
大
学
元
学
長
・
加

藤
幸
雄
先
生
」

本書の印税のすべて
は足なが寄金に贈ら
れています
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『
鈴
木
修
学
先
生
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
』

（
身
延
山
大
学
元
学
長
・
淺
井
圓
道
著
）

山
喜
房
佛
書
林

御
開
山
上
人
ご
生
誕
百
年
記
念
出
版

　

御
開
山
上
人
の
教
え
と
実
践
を
教
学
の
観
点

か
ら
捉
え
た
一
冊
。

　

法
華
経
の
菩
薩
道
を
「
慈
悲
・
至
誠
・
堪

忍
」
と
し
た
杉
山
辰
子
法
尼
の
教
え
を
具
現
化

し
、
法
華
経
宣
布
に
、
教
育
に
、
社
会
福
祉
に

大
輪
の
華
を
咲
か
せ
た
修
学
先
生
。
そ
の
実
践

の
生
涯
は
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
日
蓮
宗
教
師

の
良
き
手
本
と
い
え
よ
う
。

（
淺
井
圓
道
師
・「
お
わ
り
に
」
よ
り
）

『
福
祉
を
築
く
』
鈴
木
修
学
の
信
仰
と
福
祉

西
山
茂
・
秦
安
雄
・
宇
治
谷
義
雄 

著

中
央
法
規
出
版

　

御
開
山
上
人
の
教
え
は
、
生
活
の
中
に
活
か

す
「
実
行
の
宗
教
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
に

し
て
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
の

か
、
教
団
作
り
の
経
緯
と
そ
の
学
問
的
な
意
味

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
、
三
人
の
宗
教
社
会

学
者
が
学
問
的
見
地
か
ら
明
ら
か
に
し
た
一
冊

で
す
。
多
く
の
学
者
が
法
音
寺
を
研
究
対
象
と

す
る
の
は
、
世
の
中
に
は
葬
式
や
仏
事
の
み
と

い
う
お
寺
が
多
い
中
、
法
音
寺
が
他
に
例
を
見

な
い
、
信
仰
を
軸
と
し
て
衆
生
済
度
を
実
現
し

て
い
る
「
信
仰
と
福
祉
の
寺
」
だ
か
ら
で
す
。

他
の
お
寺
と
は
異
な
る
法
音
寺
の
独
自
性
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
大
乗
山
法
音
寺
の
信
仰
と
福
祉
』

西
山
茂
・
小
野
文
珖
・
清
水
海
隆 

著

仏
教
タ
イ
ム
ス
社

　

慈
悲
・
至
誠
・
堪
忍

　

仏
教
感
化
救
済
会
か
ら
百
年
余
の
歴
史
を
持

つ
菩
薩
行
三
徳
・
大
乗
山
法
音
寺
（
日
本
福
祉

大
学
・
社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会
の
母
体
）

　

近
現
代
宗
教
史
、
教
学
と
実
践
、
ハ
ン
セ
ン

病
救
済
等
か
ら
法
音
寺
福
祉
の
源
流
と
展
開
を

探
る
。

　

本
書
の
構
成　

・
西
山　

茂
「
杉
山
辰
子
と

そ
の
教
団
―
法
華
系
新
宗
教
の
研
究
史
『
失
わ

れ
た
環
』
の
発
見
―
」　

・
小
野
文
珖
「
日
蓮

宗
と
の
関
係
で
見
る
法
音
寺
の
教
・
信
・
行
」

・
清
水
海
隆
「
『
仏
教
感
化
救
済
会
』
の
ハ
ン

セ
ン
病
救
療
活
動
と
そ
の
思
想
的
背
景
」
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大
乗
山
法
音
寺

『
三
徳
開
教
百
年
史
』（
１
）
～
（
４
）

『
仏
教
感
化
救
済
会
の
信
仰
』（
別
冊
）

　

太
陽
は
地
上
世
界
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
森

羅
万
象
す
べ
て
に
命
の
源
を
与
え
、
育
み
、

生
存
を
可
能
と
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
安
立

大
法
尼
は
そ
の
太
陽
の
如
く
、
す
べ
て
の
人

に
生
き
る
力
と
喜
び
を
与
え
よ
う
と
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
一
切
の
煩
悩
を
断

じ
て
、
す
べ
て
の
人
を
仏
に
、
と
の
願
い
は
、

釈
尊
の
誓
願
、
日
蓮
聖
人
の
誓
願
と
何
ら
異

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
誓
願
を

〝
そ
れ
は
杉
山
先
生
の
も
の
〟
と
い
う
視
点

で
見
た
ら
信
仰
を
誤
り
ま
す
。
（
略
）
安
立

大
法
尼
は
無
上
道
へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
既
に
、
安
立
大
法
尼
は
天
眼
通
で

見
透
さ
れ
、
後
々
自
分
の
志
を
継
い
で
く
れ

る
者
の
心
に
遺
し
て
い
き
た
い
と
念
願
さ

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
継
ぐ
も
の

は
、
法
音
寺
教
団
に
縁
を
結
ぶ
、
私
達
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
（
略
）

　

百
年
が
経
ち
、
新
た
な
百
年
に
向
け
て
私

達
は
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
先
の
百

年
が
、
よ
り
良
い
日
本
の
百
年
に
、
そ
し
て
、

昭
徳
会
・
日
本
福
祉
大
学
を
含
め
た
法
音
寺

グ
ル
ー
プ
の
よ
り
良
い
百
年
に
な
る
よ
う
三

徳
の
実
践
に
励
み
、
師
恩
に
報
い
て
ま
い
り

た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
山
首
上
人
「
発
刊
の
辞
」
よ
り
）



日
達
上
人
ご
遷
化

日
教
上
人
法
灯
継
承

東
京
支
院
現
在
地
に
移
転
・
新
本
堂
竣
工

日
本
福
祉
大
学
・

看
護
学
部
看
護
学
科
を
開
設

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
や
開
設

児
童
養
護
施
設
名
古
屋
若
松
寮

事
業
経
営
継
承

三
原
支
院
現
在
地
へ
移
転
・
新
本
堂
竣
工

日
本
福
祉
大
学
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
を
開
設

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
浜
安
立
新
築
移
転

知
的
障
が
い
者
更
生
施
設
・
泰
山
寮
新
築
移
転

自
立
援
助
ホ
ー
ム
慈
泉
寮
内
に

ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
事
業
開
始

三
徳
開
教
百
十
年
記
念
音
楽
大
法
要

瀬
戸
布
教
所
新
本
堂
竣
工

小
規
模
児
童
養
護
施
設
・
は
ぐ
み
開
設

自
立
援
助
ホ
ー
ム
・
か
り
ん
開
設

泰
山
寮
内
に

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

平成
24年25年27年28年29年30年
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新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て

　

平
成
24
年
の
暮
れ
、
法
音
寺
に
日
達
上
人

ご
遷
化
と
い
う
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
日
教
山
首
上
人
と
い
う
新
た
な
太
陽
の

も
と
、
新
生
・
法
音
寺
は
新
時
代
に
向
け
て

動
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

書
店
で
「
心
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
が
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
現
代

人
は
誰
も
が
「
生
き
て
行
く
上
で
の
道
標
が

必
要
」
と
感
じ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
宗
教
」
と
聞
い
た
だ
け
で
「
む

ず
か
し
い
」
と
尻
込
み
す
る
人
が
多
い
の
も

事
実
で
す
。
日
達
上
人
も
山
首
上
人
も
生
活

に
活
か
せ
る
智
慧
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

私
達
に
説
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
人
に
日
常
的
に
法
音
寺
の
教
え
に
ふ

れ
、
世
界
の
変
化
を
体
験
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
文
書
布
教

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情

報
を
発
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
近
年
は
電

車
の
中
で
本
を
読
ん
で
い
る
人
の
姿
を
見
か
け

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
携
帯
端
末

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
を
見
て
い
る
人
達
が
現

れ
ま
し
た
。
時
代
が
携
帯
端
末
の
文
化
に
移
行

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
情
報
発
信
の
形

態
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
多
く
の
人
達
に
仏
さ
ま

の
教
え
を
お
伝
え
す
る
法
音
寺
の
使
命
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
と
し
て
、
発
信
す
る
情
報
は

国
境
を
越
え
ま
す
。
海
外
で
暮
ら
す
方
々
か
ら

も
日
々
「
イ
イ
ネ
」
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
も
若
い
人
に
協
力
し
て
も
ら
え
ば
、

そ
の
方
達
に
と
っ
て
も
法
音
寺
に
ふ
れ
る
チ
ャ

ン
ス
と
な
り
ま
す
。

ホームページでは平成23年6月以降の
『法音』のバックナンバーをご覧いただけます。

法音寺公式Facebook
毎朝7:00『一日一言』を配信

法音寺メールマガジン
毎週火曜日に山首上人の
ご法話を配信

YouTube動画サイトで法音寺の
歴史・行事・漫画をご覧いただけます。
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第8章 平成から令和へ

三徳開教百十年を記念して発行された2冊

幸
せ
を
育
て
る
漫
画
『
ひ
ま
わ
り
』

平
成
30
年

「
法
音
寺
（
名
古
屋
市
昭
和
区
）
が
出
版
し
た

漫
画
『
ひ
ま
わ
り
』
が
好
評
だ
。
小
学
生
の
蓮

君
が
出
会
う
日
々
の
出
来
事
を
通
じ
て
仏
教

語
を
使
う
こ
と
な
く
仏
の
教
え
を
伝
え
て
い
る
。

『
ひ
ま
わ
り
』
は
２
０
１
２
年
か
ら
同
寺
の
月

刊
寺
報
『
法
音
』
に
連
載
。
今
回
冊
子
に
ま
と

め
た
の
は
、
蓮
君
が
主
人
公
に
な
っ
て
か
ら
の

12
作
分
。
同
寺
で
は
こ
れ
ま
で
も
『
観
音
経
と

観
音
さ
ま
』
『
法
華
経
七
喩
の
話
』
な
ど
の
漫

画
を
発
行
し
て
き
た
が
、
発
行
か
ら
数
十
年
経

た
の
で
、
現
代
的
な
内
容
の
も
の
を
と
『
ひ
ま

わ
り
』
を
企
画
。
大
人
に
も
人
気
だ
が
、
特
に

子
ど
も
か
ら
は
、
休
載
し
た
月
に
「
今
月
は
蓮

君
に
会
え
な
か
っ
た
」
と
寂
し
が
る
声
が
届
く

程
。
こ
れ
ま
で
も
「
一
冊
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今

年
同
寺
が
開
教
１
１
０
年
を
迎
え
た
の
を
記
念

し
て
発
行
し
た
。
（
仏
教
タ
イ
ム
ス　

平
成
30

年
７
月
18
日
掲
載
記
事
よ
り
）

法
音
寺
教
学
の
百
科
事
典
『
聖
教
』

平
成
30
年

　

先
師
・
日
達
上
人
は
常
に
「
法
音
寺
は
正

当
な
仏
教
教
団
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
な
ら
ば
、
「
仏
教
の
系
譜
」
を
正
し

く
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
六
人
の
偉
大
な

宗
教
家
（
釈
尊
・
日
蓮
聖
人
・
安
立
大
法

尼
・
宗
玄
大
徳
・
御
開
山
上
人
・
日
達
上
人
）

の
教
説
を
同
項
に
て
照
鑑
で
き
る
よ
う
編
集

さ
れ
た
『
聖
教
（
ひ
じ
り
の
お
し
え
）・
法

音
寺
教
学
の
百
科
事
典
』
は
胸
を
張
っ
て
世

に
問
え
る
著
作
で
す
。
子
々
孫
々
ま
で
、
本

当
の
幸
せ
に
導
く
書
で
す
。
ぜ
ひ
御
一
家
に

一
冊
お
す
す
め
し
ま
す
。
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『
安
立
大
法
尼
の
教
え
』

　

安
立
大
法
尼
の
み
教
え
に
ふ
れ
、
導
か
れ
、

悟
り
を
開
か
れ
た
四
人
の
師
（
村
上
斎
先
生

・
御
開
山
上
人
・
鈴
木
慈
学
上
人
・
祖
父
江

妙
綱
法
法
尼
）
の
『
師
へ
の
想
い
・
体
験
談
』

が
記
さ
れ
た
一
冊
。
本
当
の
幸
せ
＝
成
仏
を

目
指
す
私
達
に
と
っ
て
、
珠
玉
の
参
考
書
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
師
も
「
苦
悩
」
を
信
仰
に
よ
っ

て
克
服
さ
れ
、
幸
せ
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
「
妙
法
」
は
「
よ
み

が
え
る
法
」
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実
証

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

師
に
随
っ
て
歩
ま
れ
た
「
四
師
」
の
人
生

を
本
書
に
学
び
、
生
き
方
を
「
真
似
（
如
説

修
行
）」し
て
い
く
な
ら
ば
、そ
の
道
こ
そ「
法

音
寺
の
菩
薩
道
・
三
徳
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、

成
仏
＝
本
当
の
幸
せ
一
直
線
と
申
せ
ま
し
ょ

う
。

『
妙
法
蓮
華
経
の
お
話
＝

御
開
山
上
人
の
実
践
と
そ
の
時
代
』

　

御
開
山
上
人
の
青
年
期
か
ら
の
、
信
仰
を

求
め
る
姿
、
そ
し
て
三
徳
菩
薩
道
が
一
目
瞭

然
の
、
成
仏
へ
の
参
考
書
で
す
。
併
せ
て
お

読
み
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

写
真
集
『
泰
山
』

　

御
開
山
上
人
の
こ
と
を
、
よ
り
身
近
に
、

そ
し
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
に
お

す
す
め
し
ま
す
。
御
開
山
上
人
の
ご
事
蹟
を

た
ど
る
に
は
格
好
の
書
で
す
。
ぜ
ひ
、
御
一

家
に
一
冊
は
ご
所
蔵
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。『写真集・泰山』

『安立大法尼の教え』

『妙法蓮華経のお話』

おすすめの3冊
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お
徳
が
乗
っ
た
本

　

法
音
寺
か
ら
発
行
さ
れ
る
本
は
山
首
上
人

が
〝
こ
の
本
を
手
に
さ
れ
た
方
が
本
当
の
幸

せ
を
見
出
せ
ま
す
よ
う
に
〟
と
の
祈
り
を
込

め
た
贈
り
物
で
す
。
書
店
に
置
か
れ
る
本
と

異
な
る
の
は
、
法
音
寺
の
本
は
山
首
上
人
の

お
徳
が
た
っ
ぷ
り
と
乗
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
「
法
音
寺
の
本
を
読
む
」

と
い
う
こ
と
は
、
「
山
首
上
人
の
お
徳
を
い

た
だ
く
」
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
全

員
が
法
音
寺
の
本
に
ふ
れ
る
と
、
〝
山
首
上

人
の
お
徳
〟
が
行
き
渡
り
、
幸
せ
な
家
庭
を

作
る
も
と
と
な
り
ま
す
。

施
本
は
そ
も
そ
も
誰
が
施
す
も
の
？

「
徳
積
み
」
と
聞
く
と
、
奉
仕
や
写
経
、
ま

た
先
祖
供
養
や
罪
障
消
滅
を
ま
ず
思
い
浮
か

べ
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

何
と
い
っ
て
も
最
大
の
徳
積
み
は
〝
世
の
中

に
善
人
を
作
る
こ
と
〟
。

　

そ
の
昔
、
会
員
の
方
々
は
「
徳
積
み
」
と

し
て
、
自
ら
買
っ
た
施
本
を
「
ぜ
ひ
お
読
み

く
だ
さ
い
」
と
人
々
に
手
渡
さ
れ
た
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
現
代
を
生
き
る
私
達
も
当

時
の
篤
信
信
徒
の
徳
行
を
少
し
で
も
見
習
い

た
い
も
の
で
す
。
本
来
、
施
本
と
は
人
々
が

「
徳
積
み
」
と
し
て
お
寺
の
本
を
人
に
施
す

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

月
刊
『
法
音
』
も
「
会
員
の
特
典
」
で
は

な
く
山
首
上
人
が
祈
り
を
込
め
て
毎
月
私
達

に
施
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と
い
い
の
？

　

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
以
前
ご
自
分
が
読
ん
で
感
動
し
た
本

を
お
寺
で
求
め
、
法
事
な
ど
、
縁
者
の
お
集

ま
り
に
な
る
際
に
皆
さ
ま
に
お
渡
し
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
親
戚
の
方
々
に
も
、

ご
先
祖
の
み
魂
に
も
山
首
上
人
の
お
徳
を
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

月
刊
『
法
音
』
も
、
山
首
上
人
の
ご
講
演

に
感
動
し
た
ら
、
「
と
て
も
良
い
お
話
な
の

で
、
こ
こ
だ
け
で
も
読
ん
で
み
て
」
と
〝
自

分
が
感
動
し
た
〟
と
い
う
事
実
を
添
え
て
お

友
達
に
渡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
レ
ス
ト
ラ

ン
で
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
た
後
に
、「（
自

分
が
お
い
し
い
と
思
っ
た
か
ら
）
一
度
食
べ

て
み
て
」
と
紹
介
す
る
の
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
「
最
近
の
お
寺
は
こ
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
み
た
い
だ
ね
」
と

:
PV5

VCF

や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
紹
介
し

た
り
、'BDFCPPL

の
記
事
に
「
シ
ェ
ア
」

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
あ
な
た
と
つ
な
が
っ

て
い
る
お
友
達
に
法
音
寺
の
教
え
が
届
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
も
立
派
な
文
書
布
教
で
す
。

　

法
音
寺
三
徳
の
教
え
に
接
す
る
こ
と
で
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
支
院
・
布
教
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
本
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お

手
元
に
な
い
本
、
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
は
、

ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

読
者
の
皆
さ
ま
へ



福
祉
の

ひ
ろ
ば
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子
ど
も
の
健
や
か
な
心
と
身
体
を
育
む
た
め
に
は
、
「
な
に
を
」
「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
「
い
つ
」
「
ど
こ

で
」
「
誰
と
」
「
ど
の
よ
う
に
」
食
べ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
切
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
食
事
を
す
る
と
き
の
環
境
と

健
康
状
態
の
関
係
は
、以
前
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
て
、一
人
で
食
事
を
と
る
「
孤
食
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、「
大

人
と
一
緒
に
、
楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら
食
事
を
し
て
い
る
」
と
答
え
た
小
学
生
は
健
康
状
態
が
良
い
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
の
食
事
の
環
境
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
健
康
状
態
に
も
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
で
も
、
ま
ず
は
楽
し
く
食
事
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
保
育
士
が
「
た
の
し
い
ね
」
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
い
な

が
ら
食
事
を
し
て
い
る
と
、自
然
に
「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
」
と
一
口
食
べ
て
み
る
子
も
い
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
「
す

「
み
ん
な
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
ね
！
」

め
ざ
す
の
は
食
べ
る
こ
と
を
好
き
に
な
る
こ
と
！

だ
か
ら
「
た
の
し
く
！
」
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ご
い
ね
」
「
食
べ
ら
れ
た
ね
」
と
た
く
さ
ん
ほ
め
る
と
、

子
ど
も
達
は
満
面
の
笑
み
で
本
当
に
う
れ
し
そ
う
に
し

ま
す
。
こ
の
や
り
取
り
の
中
で
、
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ

る
も
の
が
増
え
、
好
き
嫌
い
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ほ
め
ら
れ
た
経
験
が
、
次
へ
の
意
欲

と
自
信
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
マ
マ
や
パ
パ
に
甘
え
た
い
思
い
か
ら
、

ほ
め
て
も
励
ま
し
て
も
食
べ
て
く
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
人
に
「
食
べ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
何
で

も
喜
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
物
を
同
じ
食
卓
で
「
お
い
し
い
、
お

い
し
い
」
と
大
人
が
食
べ
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

 

天
王
保
育
園
　
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
　（
保
育
士
）　
松
下
　
香
織

〜
健
康
コ
ラ
ム
〜

「
十
月
十
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
」

　

数
字
の
「
10
」
を
二
つ
並
べ
て
横
に
し

た
と
き
に
眉
と
目
の
形
に
見
え
る
こ
と
か

ら
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
乳
幼
児
期

は
、
も
っ
と
も
目
の
機
能
が
育
つ
時
期
で

す
。
前
髪
が
目
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

た
り
、
汚
れ
た
手
で
目
を
こ
す
ら
な
い
よ

う
に
し
た
り
し
て
、
目
に
や
さ
し
い
生
活

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

長
時
間
テ
レ
ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
す
る
と
、
目

は
酷
使
さ
れ
ま

す
。
時
間
を
決

め
る
な
ど
し
て
、

控
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
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ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
っ
て
、
な
に
？
②

　

世
間
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
８
８
年
の
ダ
ス

テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
が
突
出
し
た
能
力
を
持
つ
自
閉
症
（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
）
の
成
人

を
演
じ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
レ
イ
ン
マ
ン
」
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
書
籍

や
ド
ラ
マ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画

の
反
響
で
〝
も
し
か
し
た
ら
自
分
は
？
〞
〝
あ
の
人
は
？
〞
と
疑
問
を
抱
き
、
専
門
の
病
院

に
相
談
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

《
以
下
の
事
例
は
、医
師
か
ら
の
診
断
を
受
け
、ご
自
身
で
公
表
し
て
い
る
正
式
な
情
報
で
す
》

　

近
年
で
は
多
く
の
著
名
人
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
を
わ
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
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そ
の
中
で
も
有
名
な
の
は
、
数
々
の
名
作
映
画
に
携
わ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー

グ
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
に
出
演
し
一
躍
ス
タ
ー
と
な
っ
た
ス
ー
ザ
ン
・
ボ
イ
ル
。
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
興
味
の
分
野
に
お
い
て
、
驚
異
的
な
集
中
力
や
行
動
力
を
発
揮
す
る
特

徴
が
あ
り
、
そ
の
能
力
が
制
作
や
演
出
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
は
「
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
だ
か
ら
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
。
し
か
し
、
家
族
や
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
と

サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
余
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
と
い
う
女
性
活
動
家
は
、

地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
を
発
信
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女

の
活
動
や
功
績
に
よ
っ
て
世
界
が
「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
は
障
が
い
で
は
な
く
、
『
才
能
』

の
一
つ
」
と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
人
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
た
と
評
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
前
述
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
向
き
合
っ
て
い
る
人
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
悩
ん
で
い
る

人
の
方
が
大
半
で
す
。
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
が
言
う
「
誰
に
で
も
平
等
に
与
え
ら
れ
た
可

能
性
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
人
達
と
物
事
を
共
有
し
、
敬
い
、

必
要
と
す
る
社
会
を
築
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

障
が
い
者
支
援
施
設
　
小
原
寮
　
生
活
支
援
員
　
加
藤
　
宗
宏

小原寮の自閉症者の方が、
描いた絵画です。
右はＫさんの描いた「野
菜」…。
左はＷさんの描いた「動
物」…。
私達の想像を超える感性
が光っています。これら
の方達が描く絵画は専門
家の方からも高い評価を
受けています。
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心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
で
き
る
こ
と

〈
認
知
症
発
生
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る
に
は
〉

　

脳
の
活
性
化
が
必
要
で
す
。
脳
の
活
性
化
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
４
つ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
刺
激
的
で
笑
顔
に

　

心
地
良
い
刺
激
や
笑
う
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
を
も
た
ら
す
脳
内
物
質
（
ド
パ
ミ
ン
）
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
安
心

　

社
会
と
の
接
触
が
失
わ
れ
る
と
、
認
知
機
能
の
低
下
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
友
人
や
家
族
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
役
割
・
日
課
を
持
と
う

　

人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
日
課
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
生
活
を
充
実
さ
せ
、
認
知
機
能
を
高
め
ま
す
。

④
ほ
め
る
、
ほ
め
ら
れ
る

　

ほ
め
て
も
、
ほ
め
ら
れ
て
も
ド
パ
ミ
ン
が
た
く
さ
ん
放
出
さ
れ
ま
す
。

認
知
症
予
防
っ
て
言
葉
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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以
上
の
4
つ
を
心
掛
け
、
楽
し
く
行
う
こ
と
で
す
。
本
人
が
嫌
が
る
の
に
無
理
強
い

す
る
の
は
、ス
ト
レ
ス
や
自
信
喪
失
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
認
知
症
予
防
の
た
め
に「
何

を
し
た
ら
良
い
か
」
で
は
な
く
、
ど
う
刺
激
あ
る
日
常
を
送
る
か
が
重
要
で
す
。

　

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
へ
の
支
援
は
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
「
人
間
杖
」
が
必
要
で
す
。
認

知
症
の
人
は
自
分
の
障
が
い
を
補
う
「
杖
」
の
使
い
方
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
杖
」
の
つ
も
り
で
メ
モ
を
書
い
て
も
う
ま
く
思
い
出
せ
ず
、
な
ん
の
こ
と
か
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
の
人
へ
の
援
助
に
は
障
が
い
を
理
解
し
、
さ
り
げ
な
く
援
助

で
き
る
「
人
間
杖
」
が
必
要
で
す
。

　

私
も
、
入
居
者
さ
ん
の
「
人
間
杖
」
に
な
れ
る
よ
う
日
々
支
援
し
て
い
ま
す
。
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
う
ま
く
飲
め
ず
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。
少
し
困
っ
た
顔
で
、
「
こ

れ
（
お
茶
）
が
飲
み
た
い
の
」
と
話
し
ま
す
。
コ
ッ
プ
で
飲
ま
せ
て
あ
げ
る
の
は
簡
単

で
す
が
、
私
は
隣
に
座
っ
て
手
を
添
え
て
少
し
だ
け
口
に
近
づ
け
る
の
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
ご
自
分
で
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
人
間
杖
」
に
正
解
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
居
者
さ
ん
の
【
自
分
で
で
き
る
こ
と
】
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
「
人
間
杖
」
に
な
る
こ
と
で
、
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

に
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
原
安
立
　
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
（
介
護
員
）　
石
原
　
隆
志

認
知
症
予
防
に
適
し
た
食
事

　

青
魚
に
は
血
圧
低
下
や
血
栓
予
防
。

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
は
抗
酸
化
作
用
。

そ
の
働
き
を
緑
黄
色
野
菜
が
助
け
ま
す
。

飲
み
物
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
カ
テ

キ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
赤
ワ
イ
ン
や
緑

茶
が
お
す
す
め
で
す
。
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近
年
、
核
家
族
が
増
え
、
一
人
で
子
育
て
に
悩
む
お

母
さ
ん
達
が
増
え
て
い
ま
す
。
保
育
園
で
も
子
育
て
支

援
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

駒
方
保
育
園
で
は
「
あ
そ
ぼ
う
会
」
と
い
う
名
称
で
月

一
回
施
設
開
放
や
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
人

主
催
の
第
11
回
福
祉
実
践
発
表
会
で
は
、
職
員
や
保
護

者
の
会
話
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
子
育
て
支
援
を
発

表
し
ま
し
た
。

「
今
日
の
夕
ご
は
ん
何
に
し
よ
う
？
」
夕
方
の
職
員
室

で
女
性
職
員
同
士
が
よ
く
し
て
い
る
会
話
で
す
。
働
く

保
護
者
も
仕
事
を
終
え
て
保
育
園
お
迎
え
後
、
ど
ん
な

に
疲
れ
て
い
て
も
家
族
の
夕
食
づ
く
り
が
待
っ
て
い
ま

す
。ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
お
悩
み
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も「
帰

宅
後
の
家
族
の
料
理
」
が
上
位
を
占
め
、
苦
労
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
避
け
て
通
れ
な
い
食

事
づ
く
り
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
「
食
」
に
視
点
を
あ

て
、
新
た
な
子
育
て
支
援
と
し
て
、
簡
単
に
で
き
る
お

料
理
レ
シ
ピ
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
①
短
時
間
で
　
②

写
真
提
供
・
昭
徳
会

好評！楽はやっクッキングレシピ集

駒 方 保 育 園

～「レシピ集」地域のパパ・ママ、子育て支援に貢献～
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冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
で
　
③
子
ど
も
も
喜
ぶ
メ
ニ
ュ
ー

を
条
件
と
し
、
職
員
が
自
宅
で
よ
く
作
る
自
慢
の
料
理

を
集
め
、
第
一
弾
と
し
て
、
「
職
員
発
！
楽
は
や
っ
ク

ッ
キ
ン
グ
レ
シ
ピ
集
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の

レ
シ
ピ
集
を
配
布
後
、「
家
庭
で
作
っ
て
み
ま
し
た
」「
簡

単
に
で
き
る
の
で
、
父
親
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
な

ど
の
反
響
が
あ
り
、
ま
た
、
反
対
に
お
料
理
好
き
の
保

護
者
か
ら
〝
我
が
家
の
自
慢
メ
ニ
ュ
ー
も
紹
介
し
ま
す
〞

と
声
掛
け
を
い
た
だ
き
、
第
二
弾
は
「
保
護
者
発
！
楽

は
や
っ
ク
ッ
キ
ン
グ
レ
シ
ピ
集
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
第
二
弾
は
配
布
だ
け
で
な
く
、
園
内
に
も
貼
り
出

し
た
の
で
、
保
護
者
と
子
ど
も
、
保
護
者
と
職
員
、
職

員
と
子
ど
も
で
レ
シ
ピ
集
を
通
し
て
話
も
弾
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
レ
シ
ピ
を
通
し
て
保
護
者
の
方
と
さ
ま

ざ
ま
な
話
を
す
る
中
で
、
給
食
や
お
や
つ
が
お
い
し
い

と
話
す
子
ど
も
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、第
三
弾
は「
保

育
園
で
の
給
食
や
お
や
つ
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
集
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
に
喜
ば
れ
た
レ
シ
ピ

集
を
、
昭
和
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
に
紹
介
す

る
機
会
が
あ
り
、
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て
い
る
「
保

健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
こ
の
取
り
組
み
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
子
育
て
総
合
相

談
窓
口
」
に
レ
シ
ピ
集
を
設
置
し
て
　
乳
幼
児
健
診
な

ど
で
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
妊
婦
さ
ん
や
若
い
お
母
さ
ん

達
に
も
、
こ
の
レ
シ
ピ
集
を
手
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
で
、
保
育
園
の
働
く
保
護
者
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の

パ
パ
・
マ
マ
達
に
も
広
く
活
動
が
知
ら
れ
、
子
育
て
支

援
の
一
助
と
し
て
役
立
て
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
保
育
園
の
機
能
を
活
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
や
視
点
か
ら
の
子
育
て
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

駒
方
保
育
園
　
調
理
員
　
渡
邉
　
幸
代
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日
蓮
宗
発
行
の
英
字
新
聞
に
、

�

御
開
山
上
人
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た

೔
࿇
फ
ൃ
ߦ
ͷ
ӳ
ࣈ
৽
ฉ
ứN

ichiren Shu N
ew

s

Ừ
̣
̾.

̎
̏
　̏

̎
̌

̍
̕
೥
̔
݄
̍
೔
߸
ʹ
ỏ
ޚ
։
山
্
ਓ
ͷ
ه
ࣄ
͕
ܝ
ࡌ
͞
Ε
·
͠
ͨ
ͷ
Ͱ
͝
঺

հ
͍
ͨ
͠
·
͢
Ố
೔
ຊ
ޠ
༁
ͷ
จ
ষ
Λ
ࠨ
ه
ʹ
ܝ
ࡌ
͍
ͨ
͠
·
͢
Ố

日
蓮
宗
信
仰
の
偉
人
達
（
７
）

日
本
福
祉
大
学
創
始
者
・
鈴
木
修
学
上
人�

小
向
宣
生
（
鎌
倉
・
妙
法
寺
）

　

鈴
木
修
学
上
人
（
１
９
０
２
－
１
９
６
２
）
は
愛
知
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

両
親
は
菓
子
問
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
鈴
木
上
人
は
家
業
を
継
ぎ
、
パ
ン
の

製
造
販
売
で
は
か
な
り
の
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
心

の
満
足
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
〝
何
の
た
め
に
自
分
は
生
ま
れ
た
の
か
。
自
分

は
満
た
さ
れ
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
お
金
で
買
う
こ
と
の
で
き

な
い
幸
せ
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？
〟
と
繰
り
返
し
自
問
す
る
日
々
を
送
り
ま
す
。

　

鈴
木
上
人
が
23
歳
の
時
、
叔
父
か
ら
法
華
経
信
仰
を
基
に
福
祉
事
業
を
展
開
す
る
仏
教
感
化
救
済
会
の
創
始
者
・
杉
山
辰
子

師
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。
鈴
木
上
人
が
悩
み
を
打
ち
明
け
る
と
、
辰
子
師
は
こ
う
答
え
ま
し
た
。

「
満
ち
足
り
た
一
生
を
送
り
た
い
な
ら
、
法
華
経
の
教
え
を
通
し
て
幸
せ
の
種
を
ま
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
番
良
い
の
は
親

の
な
い
子
ど
も
を
育
て
、
子
ど
も
達
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
重
い
荷
物
を
運
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
な
た
に
も
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
い
か
が
で
す
か
」

　

辰
子
師
の
依
頼
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
鈴
木
上
人
は
こ
れ
こ
そ
が
大
き
な
使
命
に
な
る
と
確
信
し
、
そ
の
申
し
出
を
受
け
入

ホームページで英字新聞
を閲覧できます
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〇
〇
〇
〇
〇
。

れ
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
上
人
は
農
作
業
を
通
し
て
罪
を
犯
し
た
17
名
の
少
年
達
を
更
生
さ

せ
る
仕
事
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
孤
児
・
被
虐
待
児
・
興
行
師
に

売
ら
れ
た
子
ど
も
・
障
が
い
児
の
た
め
の
施
設
の
経
営
も
引
き
受
け
ま
し

た
。
子
ど
も
達
と
一
緒
に
な
っ
て
農
作
業
に
精
を
出
し
、
米
や
穀
物
を
栽

培
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
上
人
は
決
し
て
子
ど
も
達
を
叱
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
い
つ
で
も

子
ど
も
達
を
ほ
め
る
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

「
親
か
ら
捨
て
ら
れ
、
ま
た
は
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
達
は
常
に
お
び
え
、

信
頼
関
係
が
欠
如
し
て
い
ま
す
。
良
い
こ
と
を
し
た
時
に
は
子
ど
も
達
を

ほ
め
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
子
ど
も
達
も
穏
や
か
で
素
直
に
な
り
ま
す
。

自
分
達
を
ほ
め
る
人
に
対
し
て
子
ど
も
達
は
信
頼
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま

す
」

　

鈴
木
上
人
の
こ
の
信
念
は
、
釈
尊
が
言
う
〝
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を

ま
さ
に
私
と
同
じ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
欲
す
（
如
我
等
無
異
）〟
と
い
う

法
華
経
の
教
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

「
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
人
は
す
べ
て
仏
さ
ま
の
子
で
す
。
法
華
経
に
よ
れ

ば
、
精
神
障
が
い
者
も
含
め
、
誰
も
が
等
し
く
成
仏
で
き
る
の
で
す
。
そ

し
て
誰
も
が
本
当
の
幸
せ
を
達
成
す
る
権
利
が
あ
る
の
で
す
。
仏
さ
ま
は

悟
り
へ
の
正
し
い
道
を
私
達
に
示
し
、
仏
性
を
開
花
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る

の
で
す
」

　

ど
の
子
ど
も
に
も
差
別
す
る
こ
と
な
く
接
し
た
鈴
木
上
人
は
、
す
べ
て

の
子
か
ら
敬
わ
れ
、
信
用
さ
れ
た
の
で
す
。

　

１
９
４
５
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
を
迎
え
た
頃
、
日
本
に
は
12

万
人
を
超
え
る
戦
災
孤
児
が
い
ま
し
た
が
、
孤
児
院
で
は
そ
の
う
ち
の
２

万
人
し
か
保
護
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鈴
木
上
人
は
親
を
失
っ
た
多
く
の
子
ど
も
達
を
保
護
し
ま
し
た
が
、
10

万
を
超
え
る
孤
児
達
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
鈴
木
上
人
は
子
ど
も
達
に
よ
り
良
い
福
祉
を
展
開
す
る

こ
と
に
努
力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
養
護
施
設
を
作
り
、
幼
い
子
ど

も
達
の
世
話
を
し
、
子
ど
も
達
の
教
育
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
年
、
鈴
木
上
人
は
日
蓮
宗
僧
侶
と
し
て
得
度
。
そ
の
四
年
後
、

鈴
木
上
人
は
49
歳
で
百
日
間
の
大
荒
行
に
入
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第

参
行
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
達
の
た
め
に
幸
せ
の
種
を
ま
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

っ
と
法
華
経
を
学
び
た
い
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
日
蓮
宗
僧
侶
に
な
っ

て
仏
道
に
邁
進
す
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
最
善
な
の
で
す
。
人
々
を
善
道

に
導
く
の
が
私
の
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
教
え
を
率
先
し
て

実
行
し
、
子
ど
も
達
の
良
い
お
手
本
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
修
養
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
荒
行
は
私
自
身
を
磨
く
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
」

　

鈴
木
上
人
は
福
祉
事
業
を
続
け
な
が
ら
、
未
来
の
社
会
福
祉
の
た
め
に

は
人
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
確
信
し
、
社
会
福
祉
に
従
事
す
る

若
者
を
教
育
す
る
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
１
９
５
３

年
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に
日
本
福
祉
大
学
と
い
う
４
年
制
の
大
学
を
設
立

し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
専
門
大
学
で
す
。
以
来
、
６
万
人
を
超
え
る
学

生
が
大
学
を
巣
立
ち
、
社
会
福
祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

　

今
月
は
記
念
す
べ
き
６
０
０
号
と
い
う
こ
と
で
「
法
音
寺

と
文
書
布
教
」
と
い
う
特
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
寺
史

を
併
せ
て
み
る
と
、
そ
の
本
を
手
に
さ
れ
た
当
時
の
信
者
さ

ん
達
の
喜
び
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

特
集
記
事
を
編
集
し
な
が
ら
、
ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

も
し
『
世
界
の
鏡
』
が
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
…
。

ま
た
そ
の
当
時
、
街
頭
布
教
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
…
。

御
開
山
上
人
が
杉
山
先
生
に
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
し
、
今
日
の
法
音
寺
・
昭
徳
会
・
日
本
福
祉
大
学
は
存

在
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
歴
代
先
師
が
心
血
を
注
が
れ
た

福
祉
事
業
も
こ
れ
程
発
展
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
冊
の
本
が
人
の
手
か
ら
手
に
わ
た
る
と
い
う
こ
と
が
い

か
に
尊
い
こ
と
な
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
や
は
り
そ

こ
に
は
、
仏
さ
ま
の
計
ら
い
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

施
本
の
中
に
は
、
先
師
の
年
忌
に
記
念
発
行
さ
れ
た
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
。
当
時
の
信
者
さ
ん
達
は
手
に
さ
れ
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
降
に
法
音
寺
で
信
仰
を
始
め
た
方

々
は
ご
存
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
は

法
音
寺
の
お
徳
が
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

幸
せ
の
種
ま
き
＝
感
謝
と
親
切大

乗
山
　
法
音
寺

今
日
一
日
は
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
、

�

人
に
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

良
い
こ
と
を
見
出
し
て
ほ
め
合
い
、
喜
ば
せ
合
う
行
い
が

自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
極
楽
に
す
る
の
で
す
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で
…

そ
こ
で

な
に
す
る

の
さ

お
年と
し

寄よ

り
と

楽た
の

し
く
遊あ
そ

ん
で

元げ
ん

気き

に
な
っ
て
も
ら
う
の

じ
ゃ　

よ
ろ
し
く
！

な
あ

キ
ミ
も

い
っ
し
ょ
に

行い

か
な
い
か
？

ダ
メ
ダ
メ
！

今い
まサ

ッ
カ
ー
少し
ょ
う

年ね
ん

団だ
ん

は

秋あ
き

の
大た
い

会か
い

に
む
け
て

練れ
ん

習し
ゅ
う

で
忙い
そ
が

し
い
ん
だ

午ご

後ご

は
い
つ
も

家い
え

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
る
じ
ゃ
な
い

宿し
ゅ
く

題だ
い

は
土ど

曜よ
う

日び

終お
わ

ら
せ
れ
ば
い
い
し

野や

球き
ゅ
う

は
午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
う

じ
ゃ
な
い

野や

球き
ゅ
う

の
練れ
ん

習し
ゅ
う

も
…

宿し
ゅ
く

題だ
い

だ
っ
て

あ
る
し
…

日に
ち

曜よ
う

か
…

参さ
ん

加か

し
ま

せ
ん
か
？

そ
う
高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

施し

設せ
つ

に

慰い

問も
ん

に
行い

く
の

蓮れ
ん

も
ど
う
？

日に
ち

曜よ
う

よ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

え
〜
ボ
ク
が
？

ひまわり #81

ボランティア
竹中 淳
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ご
め
ん
ね

殿と
の

村む
ら

さ
ん
！
そ
の
子こ

は

健け
ん

介す
け

く
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ

人ひ
と

違ち
が

い
で
す
よ

え
？
ボ
ク
…

蓮れ
んだ

け
ど
…

健け
ん

介す
け

！
？

健け
ん

介す
け

！

よ
く
来き

て

く
れ
た
ね
！

あ
〜

び
っ
く
り
し
た

蓮れ
んこ

れ
か
ら

リ
コ
ー
ダ
ー
演え
ん

奏そ
う

と

歌う
た

だ
け
ど
入は
い

る
？

い
い
よ

ボ
ク

見み

て
る
か
ら

蓮れ
ん

！
こ
っ
ち
よ

ボ
ク
が
施し

設せ
つ

に
着つ

く
と

も
う
み
ん
な
楽た
の

し
そ
う
に

歌う
た

を
う
た
っ
た
り

演え
ん

奏そ
う

し
た
り
し
て
い
た

気き

が
す
す
ま
な
い
ま
ま

日に
ち

曜よ
う

日び

を
む
か
え
た
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健け
ん

介す
け

く
ん
っ
て
い
う
の
は

殿と
の

村む
ら

さ
ん
の

お
孫ま
ご

さ
ん
で
ね

以い

前ぜ
ん

は
よ
く
面め
ん

会か
い

に

来き

て
い
た
ん
だ
よ
ね

最さ
い

近き
ん

来き

て
な
い
よ
ね

孫ま
ご

と
会あ

え
な
く
て

寂さ
び

し
い
ん
だ
よ

元げ
ん

気き

な
い
も
の
…

キ
ミ
は
み
ん
な
と

演え
ん

奏そ
う

し
な
い
の
？

あ
ん
ま
り
得と
く

意い

じ
ゃ
な
い
し
…

こ
こ
へ
は
無む

理り

や
り

連つ

れ
て
こ
ら
れ
た
ん
だ

え
〜

そ
う
な
の
…

あ
ー
で
も
ち
ょ
っ
と

似に

て
る
か
も
ね

あ
…
え
え

さ
っ
き
は

驚お
ど
ろ

い
た
で
し
ょ
う
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並な
ら

ん
で

並な
ら

ん
で
！

次つ
ぎワ

シ
！

若わ
か

く
描か

い
て
よ

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と

ク
レ
パ
ス

で
い
い
？

皆
さ
ん
の
顔
を

描か

い
て

あ
げ
た
ら
？

姉ね
え

ち
ゃ
ん
が
よ
け
い
な

こ
と
い
う
か
ら
…

殿と
の

村む
ら

さ
ん
？

今い
ま部へ

屋や

よ

あ　

あ
の
人ひ
と

…

忘わ
す

れ
て
た

ど
う

で
き
た
？

　

あ　

そ
う

あ
る
わ
よ

描か

く
も
の
…

ち
ょ
っ
と
待ま

っ
て
！

蓮れ
ん

は
絵え

が

得と
く

意い

じ
ゃ
ん

描か

い
て
み
れ
ば
？

体た
い

育い
く

と

図ず

工こ
う

く
ら
い

か
な 得と

く

意い

な
も
の
は

な
に
？
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じ
ゃ　

こ
れ
は

皆み
な

さ
ん
の
部へ

屋や

に

飾か
ざ

り
ま
し
ょ
う
ね

う
ん　

実じ
つ

に

す
ば
ら
し
い
！

ボ
ク

あ
り
が
と
う
な

蓮れ
ん

く
ん
す
ご
〜
い
！

み
ん
な
あ
ん
な
に

喜よ
ろ
こ

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

私わ
た
し

達た
ち

か
す
ん
じ
ゃ
っ
た

こ
ん
な
に
う
ま
く

描か

い
て
も
ら
っ
て

よ
か
っ
た
な
ぁ

私わ
た
し　

こ
れ

宝た
か
ら

物も
の

に
す
る

や
っ
ぱ
り

長な
が

生い

き

す
る
も
ん
ね

う
れ
し
い
わ　

こ
ん
な
の

描か

い
て
も
ら
っ
て
！

大だ
い

事じ

に
す
る
わ
！

だ
れ
に
も

似に

て
な
い
わ
ね

は
て
…

だ
れ
だ
ろ
？

 

ね
え

ち
ょ
っ
と
ぉ

こ
れ　

だ
れ
？

ま
ぁ

う
れ
し
い

わ
ぁ
‼

よ
く

似に

て
る
な
ぁ

う
ま
い
も
ん
だ

皆み
な

さ
ん

で
き
ま
し
た
よ
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あ
ー
ボ
ク
と

間ま

違ち
が

え
た
…

そ
の
子こ

は
何な
ん

年ね
ん

生せ
い

？

何な
に

や
っ
て
ん
の
？

ボ
ク
は

４
年ね
ん

で

野や

球き
ゅ
う

！

５
年ね
ん

生せ
い

で

サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
る

へ
え

サ
ッ
カ
ー
か
ぁ

秋あ
き

の
大た
い

会か
い

が
始は
じ

ま
っ
た

か
ら
大た
い

変へ
ん

ら
し
い
ね

孫ま
ご

に
会あ

え
な
く
て

寂さ
び

し
い
の
に
笑わ
ら

え
ん

殿と
の

村む
ら

さ
ん
！

も
う
ち
ょ
っ
と

笑わ
ら

っ
て
！

殿と
の

村む
ら

さ
ん
の

部へ

屋や

へ
行い

っ
た

ん
だ
よ

蓮れ
ん

！
い
つ

殿と
の

村む
ら

さ
ん
を

描か

い
た
の
？

そ
の
や
さ
し
い
笑え

顔が
お

を

ボ
ク
は
描か

い
た
ん
だ

そ
れ
か
ら

殿と
の

村む
ら

さ
ん
は

健け
ん

介す
け

く
ん
の
話は
な
し

を

い
っ
ぱ
い
し
て
く
れ
て
ね

う
ん

大た
い

会か
い

が
終お

わ
れ
ば

き
っ
と
会あ

え
る
よ

そ
う
な
の
か
…

え
っ

殿と
の

村む
ら

さ
ん
⁉

こ
れ
は

ぜ
ん
ぜ
ん

似に

て
な
い

似に

て
な
い
！

あ
の
人ひ
と

笑わ
ら

っ
た
り
し
な
い

も
ん
ね

私わ
た
し

達た
ち

も

楽た
の

し
か
っ
た
で
す

今き
ょ
う日
は
皆み
な

さ
ん

あ
り
が
と
う
ね

…
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あ
れ
？
あ
の
子こ

蓮れ
ん

に
な
ん
か

似に

て
た

フ
フ
…

殿と
の

村む
ら

さ
ん

お
客き
ゃ
く

さ
ん
よ

あ
ら
ぁ
！

こ
ん
に
ち
は
！

ハ
ハ
ハ

そ
う
か
…

う
わ
ぁ　

こ
れ

そ
っ
く
り
！

よ
ー
く

描か

け
て
る
ね
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん

ご
め
ん
ね

な
か
な
か
来こ

ら
れ
な
く
て

健け
ん

介す
け

‼

次つ
ぎ

の
日に
ち

曜よ
う

日び

…

…
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蓮れ
ん

く
ん

す
ば
ら
し
い
絵え

を

あ
り
が
と
う

わ
た
し
達た
ち

は

キ
ミ
ら
か
ら

た
く
さ
ん
の
元げ
ん

気き

を

も
ら
っ
た
よ

絵え

の
具ぐ

は

私わ
た
し

か
ら
の
お
礼れ
い

だ

追つ
い

伸し
ん

　
キ
ミ
が

い
っ
て
た
と
お
り

健け
ん

介す
け

が
会あ

い
に

来き

て
く
れ
た
よ

�

と
の
む
ら

う
わ
ぁ

絵え

の
具ぐ

だ

蓮れ
ん

こ
れ

施し

設せ
つ

の
人ひ
と

か
ら

蓮れ
ん

に
っ
て
…

姉ね
え

ち
ゃ
ん

ボ
ク

あ
そ
こ
へ

行い

っ
て
よ
か
っ
た
よ

ボ
ク

絵え

を
描か

い
て

人ひ
と

か
ら

あ
ん
な
に

喜よ
ろ
こ

ん
で
も
ら
っ
た

こ
と
な
ん
て

な
か
っ
た
も
ん

殿と
の

村む
ら

さ
ん
達た
ち

は

元げ
ん

気き

を
ボ
ク
ら
か
ら

も
ら
っ
た

っ
て
い
う
け
ど

ボ
ク
ら
の
方ほ
う

が

な
に
か
も
ら
っ
た

よ
う
な
気き

が

す
る
ん
だ

は
い

な
ん
で
し
ょ
う

マ
キ
さ
ん

頼た
の

ま
れ
て
は

く
れ
ん
か
ね

殿と
の

村む
ら

さ
ん

顔か
お

色い
ろ

い
い
わ
ね

おしまい
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仏
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仏
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仏
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仏
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